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はじめに 

1. 事業背景・目的 

新型コロナウイルス感染拡大による入国制限などの影響により、我が国に入国できない

外国人留学生に対して、効果的なオンライン教育を施し、自主事業および実証事業として

分析することで、その方法やノウハウを汎用化することを目的とする。 

昨今、オンライン教育は増えてきているものの、各教育機関の取組は区々であり、統一

された日本語教育の標準や参照枠がないため、個々の指標に基づき、レベルや判定基準等

が設定されている。質の高い日本語教育をオンライン環境において実現する。 

上記の事業目的を達成するために、本事業では、以下の内容について取り組んだ。 

 

2. 事業の期間 

令和４年５月１６日～令和５年２月２８日 

 

3. 業務実施計画 

(1) 自主事業概要 

① 事業全体の実証・報告会の開催及び実証結果等の分析 

（事業全体とは実証事業も含む。） 

日本語教育機関と協力・連携し、多様な学習の取組結果を分析し具体的な数値等

に示し、既存の日本語教育の枠を超えて将来の日本語教育のモデルを構築する。 

なお、実証事業では、その効果を的確に把握するための指標を設定し、事前の状

態と事後の状態を把握し、その関係性を分析する。実証事業実施の際には弊社研究

員および再委託先メンバーが伴走支援をしながら効果的に状況を把握する。 

事業報告会においては、日本語教育に限らない多方面の有識者・関係者を招聘し、

事業の成果を報告し、ノウハウの汎用化と好事例の横展開を図る。 

 

② 日本語教師研修 

実証事業に参加する日本語教育機関の日本語教師を中心に、日本語教育の参照枠

の理解、オンライン日本語教育、オンデマンド、ICTの活用等に関する理論を理解し

たうえで、オンライン授業の進め方や授業に用いる資料の作り方等の具体的な実践

方法を学び、より効果的なオンライン日本語教育の実施に繋げる。 

 

③ モデル開発等事業 

自主事業で開発するオンライン教育プログラムは以下の通りである。 

（１）「留学生としての外国人」向けオンライン日本語教育プログラム開発 

（２）「就労者としての外国人」向けオンライン日本語教育プログラム開発 

（３）「生活者としての外国人」向けオンライン日本語教育プログラム開発 

（４）オンライン日本語教育のための LMS（学習管理システム）の開発 
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④ その他の取組 

実証事業の対象者（海外在住の日本語学習希望者）となる受講者の募集等の周知

を行う。 

事前の教育機関ヒアリングによると、留学候補者を確保できていない日本語教育

機関は多く、本事業に際しては、留学候補者を紹介しマッチングすることが有用で

あることがわかっている。 

（実施内容） 

１）留学候補者の募集・確保を実施する。 

２）出願資格要件を満たす留学候補者を日本語教育機関に紹介（マッチング）

する。 

３）日本語教育機関は、留学候補者と話を進め、日本留学の意思確認を取る。 

４）該当する留学候補者を対象に、オンライン日本語教育の実証を行う。 

（想定の留学候補者の数） 

約 2,000 名程度を確保の目標人数とする。 

上記は、株式会社インジェスター（本事業の再委託先）が有する SNS 上で管

理する約 3 万 7 千人の人材ネットワークを活用することで目標人数を確保でき

る見込みである。 

（想定の国籍） 

インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナム、ネパールなどの東南アジアの留

学生 

 

(2) 実証事業概要 

① 想定する公募内容 

全国の「法務省告示校」を公募対象とし、広く募集する。 

日本語教育の実状、ニーズから既存の日本語教育の枠を超えて、実用的な日本語

能力を習得できる質の高い日本語教育モデルを提示・実証できる日本語教育機関を

審査、選定する。 

 

② 公募時期・回数等 

文化庁との委託契約後の令和４年４月中旬から５月にかけて２回の公募を実施す

る。１次公募は４月中旬に公募をかけて４月中に事業を採択する（５件程度）。２次

募集は４月下旬に公募を行い５月中に事業を採択する（２５件程度）。２回目の公募

で３０機関が集まらなかった場合は、３回目の公募（４回まで想定）を実施する。

いずれも、日本語教育機関からの企画提案受付と審査および採否を決定する。採用

した企画の計画書を用意し、文化庁の承認、教育機関との委託契約を経て、実証事

業を開始する。 

 

③ 公募方法 

ＨＰ上で公募内容の掲載と応募受付を設置し、申請を受け付ける。応募に必要な
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書類等はダウンロードできるようにする。ＳＮＳやホームページによるプル情報発

信とメール配信、架電などのプッシュ情報発信、説明会の開催などのインタラクテ

ィブコミュニケーションにより集める。 

説明会は、令和４年４月下旬から５月中旬にかけて複数回の実施を想定している。

加えて、日本語教育機関の横のつながりを活用した紹介を促していく。 

 

④ 著作権の取扱い 

公募で契約した日本語教育機関に対し、著作権についての研修を行うことにより、

著作権法違反が生じないように図るとともに、オンライン授業の利点を活かし、録

画などを通じて著作権に関する管理監督を行う。 

 

4. 事業実施体制 

(1) 実施体制 

実施体制は、以下の通りとした。 

 

 

  

㈱インジェスター

日本語教育機関 30校

自主事業 推進チーム

公募事業 推進チーム

分析チーム

• 事業全体のマネジメント

• 自主事業の企画・実施・検証

• 日本語教育機関の申請・審査・契約・精算
• 日本語教育機関の事業伴走・ヒアリング等

• 自主事業の企画/運営
• 公募事業の広報

• KPI管理
• アンケートやヒアリング結果等の分析

全体統括

• オンライン日本語教育の実証

日本語教育有識者

• 事業進行に関するアドバイス
• 分析・報告に関するアドバイス

（契約）

（契約）
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事業進行、分析・報告に関して日本語教育の有識者からなる会議「選考委員会」「事業 

報告会」「評価検証委員会」を開催した。有識者は以下の通り。 

 

＜有識者会議（「選考委員会」「事業報告会」「評価検証委員会」） 委員＞ 

氏名 所属・役職 

神吉 宇一 武蔵野大学 グローバル学部 日本語コミュニケーション学科 准教授 

古川 智樹 関西大学 国際部 教授 国際教育センター 副センター長 

矢崎 理恵 社会福祉法人さぽうと２１ 学習支援室チーフコーディネーター 

 

 

(2) 事業の実施概要 

「自主事業」および「実証事業」の構造は、以下の通り。 
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(3) 事業全体のスケジュール 

事業全体のスケジュールは以下の通り。 
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第Ⅰ章 自主事業で実施した日本語教師研修について 

1. 自主事業の日本語教師研修について 

(1) 目的 

実証事業に参加する日本語教育機関の日本語教師を中心に、日本語教育の参照枠の理

解、オンライン日本語教育、オンデマンド、ICT の活用等に関する理論を理解したうえ

で、オンライン授業の進め方や授業に用いる資料の作り方等の具体的な実践方法を学び、

より効果的なオンライン日本語教育の実施に繋げる。 

 

(2) 実施事項 

以下にて、理論研修および実践研修を実施した。 

 開催日 実施方法 

理論研修 ７月 12 日（火）、16 日（土）、30 日（土） ZOOM 

実践研修 ９月 20 日（火）、21 日（水）、26 日（月） ZOOM 

 

2. 日本語教師研修の実施概要 

(1) 日本語教師研修（理論研修）の実施内容 

① 目的 

 日本語教育の参照枠と、オンライン日本語教育、オンデマンド、ICTの活用につい

て理解し、日本語教育機関のカリキュラム等に活用することを目指す。 

 2名の有識者の指導のもと、グループによる意見交換や ICTの使い方の体験なども

実施する。 

 

② 講師 

 講師は、以下の２名にて実施した。 

名前 神吉宇一 古川智樹 

職名 武蔵野大学 グローバル学部 

日本語コミュニケーション学科 

准教授 

関西大学 国際部 

教授 

歴任  文化庁地域日本語教育アドバイ

ザー 

 文化庁日本語教育の質の維持向

上の仕組みに関する有識者会議

委員 

 東京都地域日本語教育総合調整

会議座長 

 元日本語教育学会副会長 

 国際教育センターセンター長 

 国際教育センター副センター長 

 一 般 社 団 法 人 Transcend-

Learning 理事 

 日本私立大学団体連合会日本語

教育推進運営委員会委員 

 公益財団法人吹田市国際交流協

会評議員 
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③ 実施概要 

日程 全 3 回構成 

第 1 回 7 月 12 日、第 2 回 7月 16 日、第 3 回 7月 30 日 

参加者 計 135名 

講師・ 

講義内容 

神吉宇一（武蔵野大学准教授） 

 

■日本語教育の参照枠を教育現場

で活用するために 

1.日本語教育の参照枠の考え方 

2.日本語教育の参照枠の活用 

3.市民性教育、共生社会と日本語

教育 

4.質疑応答 

古川智樹（関西大学教授） 

 

■日本語教育におけるオンライン

授業・ICT の活用法 

1.はじめに 

2.e ラーニングから EdTech へ 

3.利用できるものは利用しよう－

ICT 活用のススメ－ 

4.教育現場のこれから… 

 

 

④ 研修内容 

神吉宇一（武蔵野大学准教授） 

研修項目 研修内容 

1. 日本語教育

の参照枠の

考え方 

・日本語教育の標準や日本語能力の判定基準についてなど、現

状の日本語教育における課題等を確認。 

・日本語教育の対象者、目的、分野によって整理し議論する必

要性を確認。 

・日本語教育の参照枠の理念を確認（CEFRが思想的な基盤）。 

2. 日本語教育

の参照枠の

活用 

・参照枠による社会的効果として、教育機関・日本語教師にお

いては、分野や状況に応じた学習目標、教育内容、評価が可

能であることを確認。 

・参照枠が「四つの能力」、「五つの言語活動」、「六つのレベ

ル」で構成されていることを確認。 

評価における留意事項を確認。 

3. 市 民 性 教

育，共生社

会と日本語

教育 

・市民性教育及び共生社会と日本語教育の関係について、「価値

観」、「態度」、「スキル」、「体系的な知識と批判的な理解」に

よる民主的な文化への能力を踏まえることの重要性を確認。 

4. ディスカッ

ション 

質疑応答 

・研修内容を踏まえてディスカッション、質疑応答を実施。 
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古川智樹（関西大学教授） 

研修項目 研修内容 

1. はじめに ・コロナ禍による突然のオンライン対応について、参加者の状況

を Zoom 内のアンケート機能を活用して確認。 

・日本語教育で ICT を活用することに対してどんなイメージ・ど

んな気持ちか、について、参加者の状況を Zoom 内のアンケート

機能を活用して確認。 

IT、ICT、EdTech の言語の説明・確認。 

2. e ラーニング

から EdTech

へ 

・e ラーニングから EdTech への変遷について確認。 

・両者の長所・短所を確認。 

・ハイフレックス授業（オンラインの学習者と対面の学習者が混

在）の事例紹介。 

・ハイフレックス授業における配慮事項等の紹介、確認。 

・ハイフレックス授業において活用できるツールやアプリの紹

介、確認。 

・目的に合わせた使い分けの重要性を確認。 

3. 利用できる

ものは利用

しよう－ICT

活用のスス

メ－ 

・授業で利用できる ICT の体験 

・体験① オンライン共同編集ツール：Google Document 

（使用場面：文作成・作文＋添削） 

・体験② オンライン掲示板ツール Padlet 

（使用場面：グループプロジェクトワーク） 

・体験③ バーチャル空間ツール oVice 

（使用場面：オンライン授業、グループワーク） 

※後述のツール内容参照 

4. 教育現場の

これから… 

・3D 仮想空間メタバース等での授業、テクノロジーの発展、学習

の最適化（学習ログの教育利用）、デジタル証明書（マイクロク

レデンシャル）の兆候等を紹介、確認。 

5. まとめ ・世界の留学生の獲得競争が始まっているなかで、デジタルネイ

ティブの世代に対する日本語教育・価値の周知の重要性を確

認。その上でのオンラインの授業の重要性と臨み方を再確認。 

・研修内容を踏まえてディスカッション、質疑応答を実施。 
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【オンライン共同編集ツール：Google Document】 

 

 

【オンライン掲示板ツール：Padlet】 
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【バーチャル空間ツール：oVice】 

 
 

(2) 日本語教師研修（実践研修）の実施内容 

① 目的 

 オンライン授業や、ハイブリッド授業において、資料作成の仕方と活用方法を学

び、いかに学習者たちに考えさせ、協働的に問題を解決していくかブレイクアウ

ト機能などを交えて実践的に学ぶことを目指す。 

 

② 講師 

名前 新藤恵 

職名 東京ベイ日本語学院 教務主任 

 

③ 実施概要 

日程 9月 20 日、9月 21 日、9 月 26 日 

参加者 計 26 名 

講義内容 ■有識者による日本語教師向け実践研修 

①参加者によるグループディスカッション 

②オンライン授業用資料の作成と資料の活用方法 

③ブレイクアウトルームを使用した実践的な授業体験 

 

④ 研修内容 

研修項目 研修内容 

1. 参加者によ

るグループ

ディスカッ

ション 

・以下のテーマについて参加者によるグループディスカッション

を実施。ディスカッション後、意見交換を実施。 

①オンライン授業をこれまで行ったことがありますか？（工

夫点、困った点） 
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②オンライン授業と対面の授業（個人的にハイブリッド授業

と呼んでいます）を行ったことがありますか？（工夫点、

困った点） 

③対面授業のメリットとデメリットは？ 

④オンライン授業のメリットとデメリットは？ 

2. オンライン

授業用資料

の作成の作

成と資料の

活用方法 

・文字の大きさ、音声の貼り付け、スライドショーのデメリット

と工夫について確認。 

・音声の貼り付け、スライドショーのデメリットと工夫につい

て、講師による実演により具体的な方法を確認。 

3. ブレイクア

ウトを使用

した実践的

な授業体験 

（初級編） 

・ブレイクアウトルームを活用し、参加者が学習者役となり初級

レベルの模擬授業を実施。その後、体験した感想や課題等を共

有。 

・ブレイクアウトルームを活用した授業について、配慮事項等を

確認。 

4. ブレイクア

ウトを使用

した実践的

な授業体験 

（中・上級

レベル編） 

・ブレイクアウトルームを活用し、参加者が学習者役となり中級

レベルの模擬授業を実施。その後、体験した感想や課題等を共

有。 

・ブレイクアウトルームを活用した授業について、配慮事項等を

確認。 

5. まとめ ・オンライン授業は、「学習者たちに考えさせ、協働的に問題を解

決していく授業」であることを確認。 

・教師は、「答えを言わない」、「話しすぎない」、「指示をしっかり

する」、「暗示的に伝える」ことの重要性を確認。 

・また、「学習者が話す量」を重視することを確認（できることが

多くなる参照枠として）。 
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3. 日本語教師研修の実施結果 

(1) 日本語教師研修（理論研修）の参加者アンケート 

日本語教師研修（理論研修）においては、全体の満足度が「満足」「やや満足」を合

わせて 96％が満足となった。 

日本語教育の参照枠の活用については、「活用していた」が 8％に留まるものの、研

修によって参照枠の知識と情報について「多く得られた」34％、「ある程度得られた」

58％となり、参照枠への理解が進んだ。 

オンライン日本語教育の実施状況としては、「オンライン日本語教育実施」が 63％

となり、オンライン日本語教育の知識と情報について「多く得られた」38％、「ある程

度得られた」60％となり、オンライン日本語教育への理解が進んだ。 

 

【全体の満足度】 

（n=50） 

 

【講師に対する満足度（神吉先生）】 

（n=50） 
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【講師に対する満足度（古川先生）】 

（n=50） 

【研修を受ける前の日本語教育の参照枠の活用】 

（n=50） 

【研修を受けた後の参照枠の知識と情報について】 

（n=50） 
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【研修を受ける前のオンライン日本語教育の実施状況】 

 
（n=50） 

 

【研修を受けた後のオンライン日本語教育の知識と情報について】 

（n=50） 
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【自由記述欄の抜粋】 

＜日本語教育の参照枠について＞ 

・参照枠が日本社会に浸透していくことを願っています。 

・「日本語教育の参照枠」の効果的活用方法 

・参照枠の具体的活用（留学、介護、ビジネスなど、多様な学習者にどのように

活用するか知りたい） 

・具体的に何をすべきなのかを教えていただきたいと思います。 

 

＜オンライン日本語教育について＞ 

・実用技術 APP の使用を知りたい。 

・実際のオンライン日本語教育現場を色々体験してみたい。 

・メタバースの活用事例を知りたい 

・オンライン授業の具体的な実践方法についての講義を聞いてみたい。 

・アンテナを張り、新しい環境を整えていければと自分への課題ができました。 

・すばやく集計できる、便利なツールだと思いました。 

・ツールを活用できていないとますます感じました。 

・早速調べて活用したいと思います。 

 

＜共通＞ 

・定期的な研修開催を切望いたします。 

・無理のなさそうなところから試していきたいと思います。 

・お二人の先生の講義と、グループでほかの先生とお話ができて、大変刺激にな

りました。 

・専門職の資格試験を変えていくことはできないのかなと思いました。 
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(2) 日本語教師研修（実践研修）の参加者アンケート 

日本語教師研修（実践研修）においては、全体の満足度が「満足」「やや満足」を合

わせて 100％が満足する結果となった。 

オンライン日本語教育の知識と情報について「多く得られた」25％、「ある程度得ら

れた」75％となり、オンライン日本語教育への理解が進んだ。 

 

【全体の満足度】 

(n=16) 

 

【研修内容に対する満足度】 

(n=16) 
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【ブレイクアウトルームを使用した実践的な授業体験（初級編）に対する満足度】 

(n=16) 

 

【ブレイクアウトルームを使用した実践的な授業体験（中・上級レベル編）に対す

る満足度】 

(n=16) 

 

【研修を受ける前のオンライン日本語教育の実施状況】 
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(n=16) 

 

【研修を受けた後のオンライン日本語教育の知識と情報について】 

(n=16) 

 

 

【自由記述欄の抜粋】 

・ブレイクアウトルームについて、より知識がたかまった。 

・グループディスカッションの時間がもう少し長ければよい。 

・今まで使用していないスキルが身に付いた。 

・具体的な授業の組み立てのヒントを知りたいです。 

・大変わかりやすい講義、ありがとうございました。 
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第Ⅱ章 自主事業で開発したオンライン教育プログラムについて 

1. 自主事業のオンライン教育プログラムについて 

(1) 目的 

海外の留学の候補者及び留学以外も含めた日本語の初級学習者を対象に、日本での留

学、生活、就労に求められる日本語能力の向上に向け、参照枠を取り入れた教育プログラ

ムを開発する。 

また、LMS を活用し学習者の進捗に応じた学習が行えるプログラムとする。 

 

(2) 実施事項 

〇オンライン教育プログラムの開発 

  ① 留学生（初学者）向けコース 

  ② 生活者（初学者）向けコース 

  ③ 就労者向けコース 

 〇LMS の開発 

 

(3) 実施期間 

 開発期間：2022 年 9 月～2022 年 12 月 

 実証期間：2023 年 1 月～2023 年 2 月 

 

(4) オンライン教育プログラムのモデルコース実証参加校 

自主事業で開発したオンライン教育プログラムのモデルコースに参加した日本語教

育機関は下記の４校 13 クラスである。 

 

コース 実証参加校 

留学生向けコース SPC Japanese College 

国際語学学院（2クラス） 

AJS 国際学園（8 クラス） 

生活者向けコース 神村学園専修学校 

就労者向けコース 国際語学学院 
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2. オンライン教育プログラムのモデル開発 

(1) オンライン教育プログラムのモデルコース開発内容 

① 留学生（初学者）向けコース 

1. 目標 

 

日本語の初学者向けに、ゼロから日本語を学習できるコースであ

る。「日本語教育の参照枠」を反映したオリジナルコースで、ひ

らがなの学習からスタートし、「全体的な尺度」 A１（初級）レ

ベルの日本語能力の熟達を目標とする。 

2. 開発担当者と

属性 

インジェスター システム担当と日本語開発チーム 

3. 実証参加機関

と参加者の属

性 

本コース希望日本語教育機関 2 校 11 クラス 

入門者・初学習者（海外在住の高校生など） 

日本での留学を目指す海外学習者 

4. カリキュラム

内容 

【入門編】          

第１課（１週目）自己紹介 （あいさつ・よく使う表現・数字） 

第２課（２週目）好きな食べ物 

【基礎編】         

第３課（３～４週目） 私の日常（1 日の行動・今週の予定） 

第４課（５～６週目） 趣味 

第５課（７～８週目） 友達と話す 

【Can-do編】    

第６課（９週目）  日本に到着（家・学校） 

第７課（10-11 週目）学校での会話（先生/友人） 

第８課（12 週目）  乗り物に乗る（電車/バス） 

第９課（13 週目）  お店で食事（ファストフード/レストラン） 

第 10 課（14 週目） お店で買い物（コンビニ/スーパー/デパー

ト） 

5. 活用方法 オンライン双方向（Zoom） 

グループワーク 

自己学習（宿題） 

6. 参考図書 『Nihongo Fun and Easy』、『まるごと Starter (A1)』 

『TRY! 日本語能力試験 N5』、『みんなの日本語初級１』 

7. 学習環境 インターネット環境 

Zoom オンライン接続デバイス、またはオンライン教室など 

自己学習接続デバイス等 

8. カリキュラム

概要 

12週間（1.5時間/１回 週３回 計 36回・54時間） 

9. 評価方法 週に 2回の宿題のチェック、月末テスト 
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10. 実証における

日本語能力評

価の結果 

多少のばらつきはあるが、ひらがな・カタカナの読み書き、感想

の発言、質問の聞きとり等、「全体的な尺度」 A１（初級）レベ

ルの日本語能力の熟達を達成できた。 

11. 実証における

活用効果・成

果 

【話す（やり取り）】 

相手がゆっくり、はっきり話すことに対し、簡単なやり取りがで

き、自分や家族のことに関する質問に答えられるようになった。 

【話す（発表）】 

話す能力は発音も改善され、各段に上達した。自分や家族のこと

を簡単な語句や文を使って話すことができるようになった。 

【聞く】 

ゆっくり、はっきりと話せば、質問を正確に聞き取ることがで

き、聞き返すこともできるようになった。 

【読む】 

ひらがな、カタカナは問題なく読めるようになり、単純な文章を

スムースに感情を込めて読めるようになった。 

【書く】 

短い簡単な文章であれば精度が高いものを書けるようになった。 

【日本事情・日本理解】 

自分の好きなアイドルやアニメ、漫画日本の日常生活や伝統文

化、料理について積極的に発言できるようになった。  

12. 課題／改善点 日本語教師、現地学習者のシステム操作経験不足等により学習の

進捗が難しい面もあったことから、活用するための研修等を十分

に行う必要がある。LMS の重さ等も課題となったことから、アジ

ア等の狭帯域でもスムースに活用できる方法等の検討が必要であ

る。また、モチベーションがキープできずに離脱した学習者もい

たことから、モチベーションを保つ仕組みも必要である。 

LMS システムでは、使いやすさ等の面で利用者からの意見を元

に、継続して改善していく。 
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【学習資料（ファイル構成）】 

 

 

【学習資料（教材構成）】 
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【授業計画案】 
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【学習資料（第１課：自己紹介（抜粋）】 
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【Can-do チェック表】 

 

   
トピック おもなひょうげん no ひょうか

いう
１　あいさつを　します
You can do a greeting おはようございます、こんにちは、こんばんは、すみません、など

1
☆☆☆

いう
２　おしごとの　なまえを　いいます
Pronounce an occupation がくせい、かいしゃいん、しゅふ、など

2
☆☆☆

いう
３　にほんごの　「～です。」、「～じゃないです。」を　いいます
Speak […desu] and […janai desu] in Japanese こうこうせいです。だいがくせいじゃないです。

3
☆☆☆

いう、かく
４　すうじうを　いいます
Pronounce numbers １～９９、１７さい、はたち

4
☆☆☆

かく
５　かんじ
Kanji 「先生」、「学生」

5
☆☆☆

かく
６　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice さくぶん：わたしは～です、がくせいです、～さいです。

6
☆☆☆

はなす
１　なまえと　くにを　はなします
Discuss about name and country わたしは～です。日本人です。

7
☆☆☆

はなす
２　じぶんが　できることを　はなします
Talk about what can oneself do

えいごが　できます。ちゅうごくごは　できません。
にほんごは　べんきょうちゅうです。

8
☆☆☆

いう
３　すきな　ことを　いいます
Speak about favorite things アニメが　好きです。マンガは　すきじゃないです。

9
☆☆☆

かく
４　かんじ
Kanji 「日本」、「日本語」、「日本人」

10
☆☆☆

きく、かく
５　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice さくぶん：じこしょうかい

11
☆☆☆

いう
１　にほんごで　たべものを　いいます
Pronounce foods in Japanese たまごごはん、やさい、くだもの、などを　たべます。

12
☆☆☆

いう
２　にほんごで　のみものを　いいます
Pronounce drinks in Japanese おちゃ、コーヒー、みず、などを　のみます。

13
☆☆☆

はなす、きく
３　すき／きらいな（すきじゃない）　たべもの／のみものを　はなします
Discuss about favorite/ least favorite foods/ drinks

くだものが　好きです。やさいが　きらいです／すきじゃないです。

14

☆☆☆

いう
４　すきな　りょうりを　いいます
Speak about favorite cuisine すきな　日本りょうりは　なんですか。

15
☆☆☆

いう
５　にほんごの　「い」けいようしを　いいます
Pronounce adjective-(i) おいしいです。おいしくないです。

16
☆☆☆

はなす
６　どこで　いっしょに　たべるか　ともだちと　はなします
Discuss about where eat with friend おいしいですから、あそこの　ラーメンを　いっしょに　たべませんか。

17
☆☆☆

かく
７　かんじ
Kanji 「肉」、「魚」、「大好き」

18
☆☆☆

はなす、かく
８　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice じこしょうかいして、ともだちを　さそいます。

19
☆☆☆

いう
１　わたしの　いちにち
my daily activites おきます、ねます、がっこうに　いきます　など

20
☆☆☆

はなす
２　なにか　する　じかんを　いいます
Say about what do in that time ひるごはんは、ごご１２じはんに　たべます。

21
☆☆☆

いう
３　～ようびの　なまえを　いいます
Pronunce name of the day 日／火／水／木／金／土／日＋ようび

22
☆☆☆

はなす
４　カレンダーの　スケジュールを　いいます
Tell about schedule in calendar こんしゅう、らいしゅう、せんしゅう

23
☆☆☆

かく
５　かんじ
Kanji 「月曜日」から「日曜日」まで

24
☆☆☆

きく、かく、はなす
６　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice さくぶん：わたしの　いちにち

25
☆☆☆

はなす
１　へいじつ、しゅうまつ、そして　日本の　しゅくじつを　はなします
Discuss about weekdays. weekends, and holidays in Japan へいじつ、しゅうまつ、ゴールデンウイーク

26
☆☆☆

はなす
２　にほんごの　「～ます。」、「～ました。」を　はなします
Speak [...masu] and [...mashita]

あした、なんじに　おきますか。
きょう、なんじに　おきましたか。

27
☆☆☆

はなす
３　にほんご　「～ません。」、「～ませんでした。」を　はなします
Speak [...masen] and [...masen deshita]

きょう、がっこうに　いきませんでした。
あしたも　がっこうに　いきません。しゅくじつですから。

28
☆☆☆

かく
４　かんじ
Kanji ２００５年４月に　生まれました。

29
☆☆☆

よむ
５　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice どっかい：ニナさんの　いちにち

30
☆☆☆

いう
１　しゅみを　いいます
Tell hobbies しゅみは　えいがです。

31
☆☆☆

はなす
２　しゅみを　くわしく　はなします
Discuss detail about hobbies しゅみは　えいがを　みることです。

32
☆☆☆

はなす
３　にほんの　ちずと　ゆうめいな　まちを　はなします
Discuss about Japan's map and famous cities なごやに　りゅうがくせいが　おおいです。

33
☆☆☆

いう
４　はんたいの　ことばを　いいます
Tell antonym おいしい Ｘ まずい、たかい Ｘ やすい、など

34
☆☆☆

かく
５　かんじ
Kanji 「東京」、「京都」

35
☆☆☆

きく、よむ、かく
６　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice さくぶん：わたしが　すんでいる　まち

36
☆☆☆

はなす
１　くうこうで　しつもんを　します。こたえます
Ask and answer questions on the airport しぶや　えきまで、おいくらですか。

37
☆☆☆

きく、はなす
２　「～にのります。」、「～をおります」を　はなしますSpeak [...ni norimasu] and [.  

つぎの　でんしゃに　のりましょう。
つぎの　えきで　おりましょう。

38
☆☆☆

かく
３　かんじKanji 「駅」、「東／日／北／南＋口」

39
☆☆☆

かく
４　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice

いきさきまでに　どうやっていくのを　はなします：
にもつは　ちいさくないですから、タクシーにのりましょう。
べんりです。そして、らくです。

40
☆☆☆

いう
１　にほんの　アパートが　わかりますUnderstand Japan's apartement わしつは　ふとんです。ようしつは　ベッドです。

41
☆☆☆

きく、はなす
２　にほんごの「あります」、「います」を　はなしますSpeak [...arimasu] and [...Ima

へやに　トイレは　ありません。
シェアーハウスに　ねこが　います。

42
☆☆☆

はなす
３　アパートの　ちかくに　なにが　あるのを　はなしますDiscuss about what's nea   アパートのち　かくに　コンビニが　あります。

43
☆☆☆

はなす
４　ばしょについてを　くわしく　はなしますDiscuss detail about places アパートの　ちかくに　駅がちかくて、べんりです。

44
☆☆☆

かく
５　かんじKanji 「和室」、「洋室」、「和食」、「洋食」

45
☆☆☆

かく
６　もんだい／れんしゅう
Question/ Practice

アパートについてを　くわしく　はなします：
アパートの　へやは　ようしつです。３かいです。
ベッド、エアコン、つくえ、いすが　あります。

46
☆☆☆

いう
１　まいにち　つかうものを　にほんごで　いいますPronounce daily use stuff in Jせっけん、シャンプー、おさら、はし、など

47
☆☆☆

はなす
２　かいものが　できますAble do shopping すみません、せっけんは　どこですか。おいくらですか。

48
☆☆☆

いう
３　にほんの　おかねが　わかって、ねだんのを　いいますUnderstand Japanese mo    はブラシは　１５０（ひゃくごじゅう）えんです。

49
☆☆☆

かく
４　かんじKanji 「円」、「半」

50
☆☆☆

きく、かく ５　もんだい／れんしゅうQuestion/ Practice

ひとりで　かいものして、日本語で　ねだんは　いくらかを　ききます：
おこめは　もうちょっと　やすいの、ありませんか。
じゃ、～円ですね。

51
☆☆☆

いう
１　にほんの　レストランの　メニューが　わかりますUnderstand Japanese restora  ほんじつのランチ、たんぴん、デザート

52
☆☆☆

　 　 　   　

　 　 　 　       　

　

　  
　 　 　

　 　 　      

　 　 　      　 　

　 　       　 　

　 　 　 　      

　 　    　 　

　

　  

　 　 　
　 　 　 　

　 　 　 　    

　 　 　    　

　 　   　 　

　

　  　 　 　

にほんに　とうちゃく

すきな　たべもの

わたしの　にちじょう

3 Part 2

4 しゅみ

かいもの

  

2

3 Part 1

5 Part 2

6 Part 1

5 Part 1

もくひょう　can-do

1 Part 1

じこしょうかい

1 Part 2

いう、 はなす、 かく、 よむ、 きくCan-do チェック 『留学生向けコース』
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② 生活者（初学者）向けコース 

1. 目標 

 

日本での生活を目指す海外の外国人や、日本国内で生活している外

国人が生活上の基盤を形成するために必要となる日本語能力を向上

させる、生活場面での実践的な日本語学習ができるコースである。

「日本語教育の参照枠」を反映したオリジナルコースで、 「全体的

な尺度」 A１ レベル（初級）の日本語能力の熟達を目標とする。 

2. 開発担当者

とその属性 

インジェスター システム担当と日本語開発チーム 

3. 実証参加機

関と参加者

の属性 

本コース希望日本語教育機関 1 校 1 クラス 

入門者・初学習者 

日本での生活を目指す海外学習者 

4. カリキュラ

ム内容 

第１課（１週目） あいさつをする 

第２課（２週目） 買い物する 

第３課（３週目） 電車やバスにのる 

第４課（４週目） 毎日することを話す 

第５課（５週目） 食事をする 

第６課（６週目） 予定やしたことを話す 

第７課（７週目） 友達と話す①  

第８課（８週目） 友達と話す② 

第９課（９週目） 注意や指示を聞く 

第 10 課（10 週目） お願いをする 

第 11 課（11 週目） お礼を言う ・ 謝る 

第 12 課（12 週目） 誘う・断る・アドバイスする  

第 13 課（13 週目） 目上の人と話す（敬語） 

第 14 課（14 週目） くらべる・方法ややり方を説明する 

第 15 課（15 週目） アルバイトの面接を受ける 

第 16 課（16 週目） 様子を伝える 

第 17 課（17 週目） 病院へ行く 

第 18 課（18 週目） 困っていることを言う 

第 19 課（19 週目） 状況を説明する・感謝する 

第 20 課（20 週目） 旅行などの準備をする 

第 21 課（21 週目） 伝える 

第 22 課（22 週目） 社会や文化について話す 

第 23 課（23 週目） 不満を言う 

第 24 課（24 週目） 意見を言う 

5. 活用方法 オンライン双方向（Zoom） 

グループワーク 

自己学習（宿題） 
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6. 参考図書 『つなぐにほんご 初級１』『つなぐにほんご 初級２』を使用 

7. 学習環境 インターネット環境 

Zoom オンライン接続デバイス、またはオンライン教室など 

自己学習接続デバイス等 

8. カリキュラ

ム概要 

12週間（1.5時間/１回 週 3 回 計 36回・54時間） 

会話を中心に実践型の授業。 

場面会話を想定し、会話で使った文型の確認・練習を行う。ペアワ

ークで会話に慣れ、授業最後応用練習を行い会話の幅を広げる。 

9. 評価方法 自己評価、文型テストによる評価、タスク発表パフォーマンス評

価、授業参加態度評価、小テスト 

10. 日本語能力

評価の結果 

日本での生活を目指す海外の外国人が生活上の基盤を形成するため

に必要となる日本語能力の向上はしたが、生活場面での実践的な日

本語が使えるレベルまでは到達しなかった。 

A１ レベル（初級）に熟達するには継続学習が必要である。 

11. 実証におけ

る 活 用 効

果・成果 

【話す（やり取り）】 

友達との会話での、簡単なやり取りができるようになった。   

スピードについて来られない人もおり、定着度が低い人もいた。 

【話す（発表）】 

覚えたフレーズや、自分のことについて簡単な語句での表現はでき

るようになった。自分の意見などの発表は難しい。 

【聞く】 

はっきり話す会話の内容は理解できるようになった。  

【読む】 

単純な文章は読むことができるようになった。 

スクリプトを読むスピードは上がった。 

【書く】 

会話のキャプションの会話文を書くことや、友達が言った会話など

を聞き書き取ることができるようになった。 

12. 課題／改善

点 

実証授業においては、学習レベルの差が大きかったため、遅れてい

る学習者のフォローが難航した。教師側もしっかり、学びなおしや

練習などが必要である。 

日本語教師、現地学習者のシステム操作経験不足等により学習の進

捗が難しい面もあったことから、活用するための研修等を十分に行

う必要がある。LMS の動作が重い点も課題となったことから、アジ

ア等の狭帯域でもスムースに活用できる方法等の検討が必要であ

る。 

コンテンツの範囲を広げ充実させていく。コンテンツ開発を継続し

て改善していく。 
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【学習資料（Lesson1-1 ① はじめまして（抜粋））】 
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③ 就労者向けコース 

1. 目標 

 

日本での就労を目指す海外外国人向けに、就労場面に求められる

コミュニケーションを可能とする、実践的な日本語学習ができる

コースである。「日本語教育の参照枠」を反映したオリジナルコー

スで、 「全体的な尺度」 A2～B１（中級）レベルの日本語能力の

熟達を目標とする。 

2. 開発担当者

とその属性 

インジェスター システム担当と日本語開発チーム 

3. 実証参加機

関と参加者

の属性 

本コース希望日本語教育機関 1 校 1 クラス 

A１～A２（N４取得者以上）レベルの学習者 

就労を目指す海外学習者 

4. カリキュラ

ム内容 

第１課（１週目）就職活動に向けた自己紹介・自己分析         

第２課（２週目） 企業研究  

第３課（３週目） 自己 PR・履歴書・エントリーシート・異文

化理解        

第４課（４週目） 面接の受け方                    

第５課（５週目） 報告・連絡・相談 

第６課（６週目） 仕事の敬語 ・仕事の挨拶             

第７課（７週目） 電話を受ける・電話をかける・電話アポイ

ントを取る                 

第８課（８週目） ビジネスメール  

第９課（９週目） プレゼンテーション① 

第 10 課（10 週目）プレゼンテーション② 

第 11 課（11 週目）ケーススタディ①  

第 12 課（12 週目）ケーススタディ②                                      

第 13 課（13 週目）訪問する 

第 14 課（14 週目）会議 

第 15 課（15 週目）プレゼンテーション③ 

第 16 課（16 週目）プレゼンテーション④ 

第 17 課（17 週目）ケーススタディ③  

第 18 課（18 週目）ケーススタディ④  

第 19 課（19 週目）プレゼンテーション⑤  

第 20 課（20 週目）プレゼンテーション⑥  

第 21 課（21 週目）ケーススタディ⑤  

第 22 課（22 週目）プレゼンテーション⑦  

第 23 課（23 週目）ケーススタディ⑥   

第 24 課（24 週目）プレゼンテーション⑧   

プレゼンテーションやケーススタディは企業内外で起こりうる内

容をトピックとする 
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プレゼンテーション （例）日本の社会活動についてのトピック 

ケーススタディは  （例）報連相、異文化理解などのトピック 

5. 活用方法 オンライン双方向（Zoom）、グループワーク、自己学習（宿題） 

6. 参考図書・

使用教材 

『伸ばす！就活能力・ビジネス日本語力』を使用 

（受講者１人１人に電子教材の購入が必要） 

7. 学習環境 インターネット環境 

Zoom オンライン接続デバイス、またはオンライン教室など 

自己学習接続デバイス等 

8. カリキュラ

ム概要 

1日１コマ 90分・週 3 回・12 週間 計 36回 54 時間 

9. 評価方法 自己評価 発表のパフォーマンス評価 提出物の評価 授業の参

加態度評価 

10. 日本語能力

評価の結果 

開始時には、日本語能力が高い人（C1レベル）もいたが、A2 レベ

ルの学習者もいた。レベル差があったが、全員が最後には自分の

日本語能力が高くなった。自己評価により満足したことを実感し

た。 

11. 実証におけ

る 活 用 効

果・成果 

A2～B1（中級）レベルの日本語能力の熟達はしたが、就労場面に

求められるコミュニケーションを可能とする、実践的な日本語学

習ができるレベルまでは到達できなかった。 

【話す（やり取り）】 

日常生活、仕事等の関心事について、正確ではなくともやり取り

において相互理解ができた。教師とのやり取りはできたが、学習

者同士は難しかった。 

【話す（発表）】 

仕事用の自己紹介、希望等について簡単な文は言えるようになっ

た。動詞の活用の不正確さはあるが、発表能力は向上した。 

【聞く】 

仕事の話題について明瞭に話す先生の話であれば聞き取れるように

なった。学習者同士の会話は、楽しんで理解している人もいた。 

【読む】 

教科書で語彙の提示があったビジネスの言葉がわかるようになっ

た。漢字は読めても正確に書けない場合が多い。 

【書く】 

履歴書やメールを書くことができるようになった。  

 

12. 課題／改善

点 

日本語教師、現地学習者のシステム操作経験不足等により学習の

進捗が難しい面もあったことから、活用するための研修等を十分

に行う必要がある。LMS の重さ等も課題となったことから、アジア

等の狭帯域でもスムースに活用できる方法等の検討が必要であ



32 

る。また、モチベーションがキープできずに離脱した学習者もい

たことから、モチベーションを保つ仕組みも必要である。 

LMS システムでは、使いやすさ等の面で利用者からの意見を元に、

継続して改善していく。 

 

【学習資料（第１回 自己紹介）】 
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④ LMS 開発 

・使用システム：Moodle Workplace 

 

 

3. オンライン教育プログラムのモデルコース開発事業の実施結果 

(1) オンライン教育プログラムのモデルコース実証参加校へのアンケートの結果 

総合評価は「満足」「やや満足」を合わせて 77％となった。学習者への効果・成長に

ついては「満足」「やや満足」を合わせて 92％と高い満足度となった。 

オンライン教育プログラムの LMS 活用による効果測定・情報共有のしやすさへの評価

とともに、システムへの慣れにより、より効果がでる等の意見があった。 

 

① オンライン教育プログラムのモデルコース開発事業のアンケート結果 

 

【自主事業総合評価】 

 

※４校（13 クラス）の口頭によるアンケート集計（n=13） 
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【カリキュラムの使い勝手】 

 

※４校（13 クラス）の口頭によるアンケート集計（n=13） 

 

 

【授業計画・進捗結果】 

 

※４校（13 クラス）の口頭によるアンケート集計（n=13） 
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【テスト・宿題活用効果】 

 

※４校（13 クラス）の口頭によるアンケート集計（n=13） 

 

【学習者の効果・成長】 

 

※４校（13 クラス）の口頭によるアンケート集計（n=13） 
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② 自由記述欄の抜粋 

【システムについて】 

・小テスト等結果が数字化され、使い勝手が良かった。 

・不慣れで使いこなすまでに時間がかかるが出来るようになった。  

・入国前のパッケージ等、有料でも使いたい、続けると良い結果が出る。  

【機能について】 

・出欠などがリアルタイムで分かったので良かった。  

・画像やフラッシュカードを使えるともっと良いと思う。 

・リアルと違いフィードバックの赤ペン先生機能があるといい。 

【学習者について】 

・問題が簡単で、できる子たちは退屈だった。（クラス内レベル差）  

・学習者は、慣れるまで時間がかかった。（システムを使ったことがない） 

・宿題をやる人とやらない人が分かれた。モチベーションをキープする。 

【全体について】 

・LMS導入により、効果測定、情報共有がしやすい。 

・環境合わせる工夫や変更などルール化が必要である。 

・継続して、より良い仕組みを作り続け、精度を高める。 

・教師、学習者の教育・慣れにより、より効果出ると思われる。 
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第Ⅲ章 日本語教育機関が実施したオンライン教育の実証結果 

1. 実施概要 

(1) 公募について 

① 事業の趣旨 

本事業では、「実証事業」という趣旨を鑑み、多くの日本語教育機関による多様な

「オンライン日本語教育」が実証されることを要件とした。 

日本語教育において、進学、就職等のニーズから既存の日本語教育の枠を超えて将

来の教育内容・教育環境も見据えた、オンライン教育手法と日本語教育の内容・指導

法、評価手法を組み合わせてできるだけ多様な日本語教育の実証を行うものとした。 

 

② 事業の内容 

１．取組例 

取組例を参照して取り組むとともに、例にないものについても必要に応じて取り組

むこととした。 

（取組例） 

① オンライン日本語教育の授業・セミナー等 

② オンライン日本語教育のカリキュラムの検討及び作成 

③ オンライン日本語教育の教材の作成 

④ オンライン日本語教育の日本語教師等研修 

⑤ オンライン日本語教育に関連する取組 

（受講者の募集等の周知、オンライン環境確保等） 

２．「オンライン教育手法」および「日本語教育の内容・指導法・評価手法」 

以下の「オンライン教育手法」、「日本語教育の内容・指導法・評価手法」を組み合

わせて、多様な内容の日本語教育を幅広く実証することとした。 

（オンライン教育手法） 

○ 「ハイブリッド型」・・・対面授業とオンライン授業を組み合わせもの 

○ 「オンデマンド型」・・・録画した授業を配信するもの（反転授業の事前学習

等） 

○ 「ハイフレックス型」・・・ハイブリッド型とオンデマンド型を組み合わせた

もの 

（日本語教育の内容・手法） 

○ 進学（大学、大学院、専門学校等）、就職（ビジネス）、一般（日常生活、一

般教養等）の「コース別」 

○ 初級、中級、上級あるいは「日本語教育の参照枠」に示された A１、A２、B

１、B２、C１の「レベル別」 

○ 読む、書く、話す（やり取り・発表）、聞く等の言語活動による「教育内容

（授業科目）別」 

○ 漢字圏・非漢字圏等の言語種別 
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③ 事務局による取組モデル 

本事業の趣旨に添い、多様な日本語教育の実証を行うために、弊社内に設置された

事務局が用意する取組モデルを参考にすることができるものとした。 

取組モデルは、以下の８つとした。 

４つの参考コース、３つのオリジナルコース、日本語教育機関が独自でカリキュラ

ム等を作成する場合や既存のカリキュラムを活用する場合のフリーコース（自由提

案）とした。 

 

no コース名 
目標レ

ベル 
対象 教材 

期

間 

1 初学者コース A1 初学者 TRY アスク出版 

3

か

月 

2 初級コース A2 N4 保持者 TRY アスク出版 

3 中級コース B1 N3 保持者 TRY アスク出版 

4 準上級コース B2 N2 保持者 TRY アスク出版 

5 
【オリジナル】 

留学生（初学者）向けコース 
A1 

初学者 

留学生 
オリジナル 

6 
【オリジナル】 

就労者向けコース 
A2-B１ 

初中級 

就労者 
オリジナル 

7 
【オリジナル】 

生活者向けコース 
A1 

初学者・

初級 

生活者 

オリジナル 

8 フリー（自由提案） 募集要項に沿って自由提案 

 

(2) 実証事業の実施について 

① 日本語教育機関の採択から支払いまでの流れ 

日本語教育機関を採択し、以下の流れで実証事業を実施した。 

 

 

 

採
択

再
委
託
契
約
の
締
結

実証事業の推進

• 進捗報告
• 中間検査
• アンケート
• ヒアリング
• 報告会への参加
• 報告書の作成 等

完
了
報
告

確
定
検
査

請
求

支
払



39 

② 募集内容 

 

 

(3) 日本語教育機関について 

実証事業を実施した 30 校の地域分布は、関東 11 校、中部 6 校、近畿 8 校、九州 5

校。効果的な実証事業とするために、弊社研究員が伴走支援を実施。 
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(4) 実証内容のマトリクス 

以下の通り、各校で満遍なく取り組まれた。 

 

 

 

(5) 弊社の伴走支援について 

・事務局にて、日本語教育機関が不慣れな「申請」や「精算」の手続きについてきめ

細かく支援した。 

・担当研究員が、事前/事後アンケートのフォローや、ヒアリング等を通じ、実施内容

を見える化した。 

・中間報告会での各学校の発表を通じ、各学校の取組状況や、オンライン日本語教育

全般の情報の共有を実施した。 

レベル 言語活動
オンライン

（双方向）のみ
ハイブリッド型 オンデマンド型 ハイフレックス型

進学 就職 一般 進学 就職 一般 進学 就職 一般 進学 就職 一般

A1 話す（やり取り） 36 11 15 13 4 2 25 7 6 5 3 3

話す（発表） 29 10 9 12 4 1 23 7 4 4 3 2

聞く 38 11 15 13 4 2 26 7 6 5 3 3

読む 39 11 15 13 4 2 26 7 6 5 3 3

書く 32 11 14 12 4 1 21 7 5 4 3 2

日本事情・日本理解 10 7 4 1 0 1 8 5 1 0 0 0

その他 6 2 3 1 1 0 3 0 1 0 0 0

A2 話す（やり取り） 16 9 8 8 4 2 11 5 5 5 4 2

話す（発表） 14 7 6 7 4 1 9 5 3 4 4 1

聞く 18 9 8 8 4 2 12 5 5 5 4 2

読む 18 9 8 8 4 2 12 5 5 5 4 2

書く 11 8 7 7 4 1 8 5 4 4 4 1

日本事情・日本理解 6 2 3 1 0 1 5 2 1 0 0 0

その他 3 3 1 1 1 0 2 1 1 1 1 0

B1 話す（やり取り） 5 2 5 7 3 3 2 0 1 0 0 0

話す（発表） 3 2 3 5 3 1 1 0 0 0 0 0

聞く 6 2 5 7 3 3 2 0 1 0 0 0

読む 6 2 5 7 3 3 2 0 1 0 0 0

書く 4 2 5 7 3 3 1 0 1 0 0 0

日本事情・日本理解 1 0 2 3 0 3 0 0 0 0 0 0

その他 2 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0

B2 話す（やり取り） 3 1 4 5 2 3 1 0 1 0 0 0

話す（発表） 2 1 3 3 2 1 0 0 0 0 0 0

聞く 3 1 4 5 2 3 1 0 1 0 0 0

読む 3 1 4 5 2 3 1 0 1 0 0 0

書く 2 1 4 5 2 3 1 0 1 0 0 0

日本事情・日本理解 2 0 2 3 0 3 0 0 0 0 0 0

その他 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0

C 話す（やり取り） 1 0 2 3 1 2 1 0 1 0 0 0

話す（発表） 1 0 2 1 1 0 1 0 1 0 0 0

聞く 1 0 2 3 1 2 1 0 1 0 0 0

読む 1 0 2 3 1 2 1 0 1 0 0 0

書く 1 0 2 3 1 2 1 0 1 0 0 0

日本事情・日本理解 1 0 2 2 0 2 1 0 1 0 0 0

その他 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
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時期 実施事項 

申請時  申請書類の確認、文化庁への申請までのフォロー 

契約時 

 当事業の趣旨を改めて説明 

 委託事業の契約・精算手続きについて説明 

 当該校への有識者からのコメント・アドバイスなどをフィー

ドバック 等 

事業期間中 

 各日本語教育機関へ、フォローを兼ねたヒアリングを実施 

（事業開始時、中間、事業終了時 等） 

 事前アンケート、事後アンケートのフォロー 

 中間報告会の取組発表の学校用スライドの作成支援 

 中間報告会の当該校への有識者や他校からのコメント・アド

バイスをフィードバック 等 

事業終了時 
 事業報告書の作成支援 

 事業経費報告書の作成支援、精算証憑の確認 等 

 

2. 各日本語教育機関の取組について 

(1) 当事業に参加した日本語教育機関一覧（都道府県順） 

 日本語教育機関名 

1 AJS 国際学園（千葉県） 

2 新富国際語学院（千葉県） 

3 東京さくら学院（千葉県） 

4 YOMA 日本語学院（千葉県） 

5 さくら東京日本語学校（東京都） 

6 東京朝日アカデミー（東京都） 

7 東京語学学校（東京都） 

8 Tokyo Sakura International School（東京都） 

9 東京桜ヶ丘学院（東京都） 

10 東京福祉保育専門学校（東京都） 

11 東和新日本語学校（東京都） 

12 Grandeur Global Academy 沼津校（静岡県） 

13 さくら東海日本語学校（岐阜県） 

14 I.C.NAGOYA（愛知県） 

15 SPC Japanese College（愛知県） 

16 名古屋国際日本語学校（愛知県） 

17 日生日本語学園名古屋（愛知県） 
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18 日本語学校京都あすかアカデミア（京都府） 

19 ピアブリッジ国際学院（大阪府） 

20 南大阪国際語学学校（大阪府） 

21 游知国際日本語学院（大阪府） 

22 神楽日本語学園（兵庫県） 

23 国際語学学院（兵庫県） 

24 創智国際学院（兵庫県） 

25 HAYAMA International Language School（奈良県） 

26 九州医療スポーツ専門学校日本語学科（福岡県） 

27 九州英数学舘国際言語学院（福岡県） 

28 Genki Japanese and Culture School（福岡県） 

29 東アジア日本語学校（福岡県） 

30 神村学園専修学校（鹿児島県） 

 

(2) 実証期間 

・日本語教育機関は、最短で約 2 か月間、最長で約 7 か月間における実証事業を実施

した。 

実証期間 日本語教育機関数 

約７か月間 7校 

約６か月間 8校 

約５か月間 4校 

約４か月間 7校 

約３か月間 3校 

約２か月間 1校 

合計 30校 

 

(3) 受講者実績 

・日本語教育機関 30 校において、78 のコースを実施し、当事業に参加した学生数は

1,688人となった。 
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(4) 取組内容について 

・日本語教育機関 30校で取り組んだ実施内容は、以下の通り。 

 

  

NO 学校名 コース
番号

A1 A2 B1 B2 C 進学 就職 一般
オンラ
イン

ハイブ
リッド

オンデ
マンド

ハイフ
レック
ス

話す
（やり
取り）

話す
（発
表）

聞く 読む 書く
日本事
情・日
本理解

その他

1 1 東京さくら学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 1 東京さくら学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 2 YOMA日本語学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 2 YOMA日本語学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 3 さくら東海日本語学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 3 さくら東海日本語学校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 4 名古屋国際日本語学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
8 4 名古屋国際日本語学校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
9 4 名古屋国際日本語学校 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
10 5 東京語学学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
11 5 東京語学学校 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12 5 東京語学学校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
13 6 HAYAMA International Language School 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14 6 HAYAMA International Language School 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
15 6 HAYAMA International Language School 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
16 6 HAYAMA International Language School 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇
17 6 HAYAMA International Language School 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18 6 HAYAMA International Language School 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
19 7 I.C.NAGOYA 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
20 7 I.C.NAGOYA 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
21 7 I.C.NAGOYA 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
22 7 I.C.NAGOYA 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
23 8 SPC Japanese College 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
24 8 SPC Japanese College 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
25 8 SPC Japanese College 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
26 9 新富国際語学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
27 9 新富国際語学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
28 9 新富国際語学院 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
29 9 新富国際語学院 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
30 10 さくら東京日本語学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
31 11 九州英数学舘国際言語学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
32 11 九州英数学舘国際言語学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
33 11 九州英数学舘国際言語学院 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
34 11 九州英数学舘国際言語学院 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
35 11 九州英数学舘国際言語学院 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
36 11 九州英数学舘国際言語学院 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
37 12 東京朝日アカデミー 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
38 12 東京朝日アカデミー 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
39 12 東京朝日アカデミー 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
40 13 東アジア日本語学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
41 14 東京福祉保育専門学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
42 14 東京福祉保育専門学校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
43 14 東京福祉保育専門学校 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
44 14 東京福祉保育専門学校 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
45 15 游知国際日本語学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
46 16 東和新日本語学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
47 17 Tokyo Sakura International School 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
48 17 Tokyo Sakura International School 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
49 18 九州医療スポーツ専門学校日本語学科 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
50 19 創智国際学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
51 19 創智国際学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
52 19 創智国際学院 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
53 19 創智国際学院 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
54 19 創智国際学院 5 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
55 19 創智国際学院 6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
56 20 南大阪国際語学学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
57 20 南大阪国際語学学校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
58 20 南大阪国際語学学校 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
59 20 南大阪国際語学学校 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
60 21 東京桜ヶ丘学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
61 21 東京桜ヶ丘学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
62 21 東京桜ヶ丘学院 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
63 22 Grandeur Global Academy 沼津校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
64 22 Grandeur Global Academy 沼津校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
65 23 国際語学学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
66 23 国際語学学院 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
67 24 神村学園専修学校 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
68 24 神村学園専修学校 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
69 24 神村学園専修学校 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
70 24 神村学園専修学校 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
71 25 日本語学校京都あすかアカデミア 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
72 26 ピアブリッジ国際学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
73 26 ピアブリッジ国際学院 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
74 27 神楽日本語学園 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
75 27 神楽日本語学園 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
76 28 日生日本語学園名古屋 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
77 29 Genki Japanese and Culture School 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
78 30 AJS国際学園 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小計 58 31 15 10 5 67 26 25 66 15 39 6 75 60 77 78 67 22 13

レベル 対象 手法 言語活動
実施内容



44 

3. 当事業におけるグッドプラクティスについて 

(1) グッドプラクティスについて 

「グッドプラクティス」とは、以下のような視点で工夫がなされている日本語学校の具

体的な取組のこととして整理した。 

・コースの目標設定とプログラム（カリキュラム・教員配置・評価等）の適切性 

・教育内容・方法の適切性 

・目標の達成度・成果の分析 

 

(2) グッドプラクティス集の構成 

別紙の「グッドプラクティス集」を別冊にて以下の通りまとめた 

「「言語活動別」を中心にしたレベル別、コース別、 手法別の実践事例」と、「日本語教育

機関別 実践事例」の 2 章にわけ、巻末に索引として「レベル別」「対象別」「手法別」「言

語活動別」を掲載した。 
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① 「言語活動別」を中心にしたレベル別、コース別、 手法別の実践事例 

今後、日本語教育機関が、オンライン日本語教育を実践していく上で参考となるよ

う、言語活動の「話す（やり取り）」「話す（発表）」「聞く」「読む」「書く」のそれぞれ

のグッドプラクティスを有識者のコメントとともに掲載した。 

  

 

② 日本語教育機関別 実践事例 

日本語教育機関別にグッドプラクティスをまとめた。 

日本語教育機関の考え、当該グッドプラクティスに至るまでの各日本語教育機関の

取組の全体像、before → after 等を掲載している。 

また、各機関の 2 ページ目以降は、具体的なグッドプラクティスの取組ポイントや

有識者のコメントなどをまとめている。 
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③ 掲載事例の索引 

巻末に、掲載事例の索引として、「レベル別」「対象別」「手法別」「言語活動別」の

一覧を掲載している。 

 

 

(3) グッドプラクティス一覧 

① グッドプラクティス一覧 

以下の日本語教育機関 11 機関の 25ケのグッドプラクティスを掲載した。 

 

 

  

NO 学校別

掲
載
ペ
ー
ジ

A1 A2 B1 B2 C

進
学

就
職

一
般

オ
ン
ラ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

オ
ン
デ
マ
ン
ド

ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス

話
す
（
や
り
取
り
）

話
す
（
発
表
）

聞
く

読
む

書
く

日
本
事
情
・
日
本
理
解

そ
の
他

1 I.C.NAGOYA (P.14～19） 16 ○ ○ ○ ○
1 I.C.NAGOYA 17 ○ ○ ○ ○
1 I.C.NAGOYA 18 ○ ○ ○ ○
1 I.C.NAGOYA 19 ○ ○ ○ ○
2 新富国際語学院（P.20～25） 22 ○ ○ ○ ○
2 新富国際語学院 23 ○ ○ ○ ○
2 新富国際語学院 24 ○ ○ ○ ○
2 新富国際語学院 25 ○ ○ ○ ○
3 神村学園専修学校（P.26～30） 28 ○ ○ ○ ○
3 神村学園専修学校 29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 神村学園専修学校 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 Grandeur Global Academy 沼津校（P.31～35） 33 ○ ○ ○ ○
4 Grandeur Global Academy 沼津校 34 ○ ○ ○ ○
4 Grandeur Global Academy 沼津校 35 ○ ○ ○ ○
5 東京語学学校（P.36～39） 38 ○ ○ ○ ○
5 東京語学学校 39 ○ ○ ○ ○
6 南大阪国際語学学院（P.40～43） 42 ○ ○ ○ ○
6 南大阪国際語学学院 43 ○ ○ ○ ○
7 国際語学学院（P.44～46） 46 ○ ○ ○ ○ ○
8 さくら東京日本語学校（P.47～49） 49 ○ ○ ○ ○ ○
9 東京さくら学院（P.50～52） 52 ○ ○ ○ ○
10 東京福祉保育専門学校（P.53～55） 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 HAYAMA International Language School（P.56～58） 58 ○ ○ ○ ○

レベル 対象 手法 言語活動
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② マトリックスに配置した事例一覧 

レベル別・対象別・手法別・言語活動別のマトリックスに対し、以下のグッドプラ

クティスを掲載した。 

 

 

 

進学 就職 一般 進学 就職 一般 進学 就職 一般 進学 就職 一般
話す（やり取り） ○ ○ ○ ○ ○
話す（発表） ○ ○ ○
聞く ○ ○ ○ ○
読む ○ ○
書く ○ ○
日本事情・日本理解
その他
話す（やり取り）
話す（発表）
聞く ○ ○
読む ○
書く ○
日本事情・日本理解
その他
話す（やり取り） ○ ○ ○
話す（発表）
聞く ○ ○
読む ○ ○
書く
日本事情・日本理解
その他
話す（やり取り） ○ ○
話す（発表）
聞く ○ ○
読む ○ ○
書く
日本事情・日本理解
その他
話す（やり取り）
話す（発表）
聞く ○ ○
読む ○ ○
書く
日本事情・日本理解
その他

C

ハイフレックス型

A1

A2

B1

B2

レベル 言語活動
オンデマンド型オンライン（双方向）のみ ハイブリッド型
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第Ⅵ章 日本語教育機関の実証事業の評価（計測）について 

1. 実証事業の実施概要 

(1) 日本語教育機関によるオンライン授業の実証分析の考え方 

 

① ロジックモデルを活用した成果指標の設定について 

「ウィズコロナにおけるオンライン日本語教育実証事業」の効果分析を行うため

に、今回、ロジックモデルを活用した成果指標を設定して、成果の評価を行うこと

とした。 

ロジックモデルは、事業を実施したことによる、最終的なゴールに至るまでの一

連の成果波及の流れを示した図である。 

実証事業は単年度であるため、事業期間内に最終アウトカムを達成することは難

しいと考えられるが、ロジックモデルにおいては最終アウトカムに至るまでにどの

ような成果が生まれるかを示すことで、その途中で生み出される成果を把握するこ

とが可能になる。 

 

② ロジックモデル・成果指標（案）を活用する上での留意点 

今回作成するロジックモデルは、あくまでも初期仮設である。特に初期アウトカ

ムと中間アウトカムについては、相互に関連するものであり、因果関係や前後の関

係（矢印の向き）については実証事業を通じて検証する必要がある。 

成果指標の測定方法については、実証事業を実施する日本語教育機関の事業内容

や利用できるデータ（収集期間や収集可能性）に合わせて、可能な測定方法（評価

方法）を検討する必要がある。 

成果評価に当たっては、日本語教育機関の実施する「オンライン教育手法」や

「日本語教育の内容・指導法・評価手法」に合わせて日本語教育機関の間で成果を

比較することにより、どのようなオンライン教育手法や教育内容が有効かを比較で

きるが、前提となるのは、各日本語教育機関の事業実施前と事業実施後の比較であ

る。したがって、実証事業を開始する前に成果評価の方法を決めて、ベースとなる

初期値（データ）を測定しておくことが重要である。 
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(2) 実施事業の効果を分析するためのフレーム（ロジックツリーの検討と成果指標） 

① ロジックモデル（当初案） 

 

 

② 成果指標（案）① 

日本語教育機関が事業を実施することにより、成果が出るものがアウトプットで

ある。 

 

【アウトプット指標（案）】 

成果指標 定義 測定方法（例） 

① プ ロ グ ラ ム

数・種類 

日本語教育機関によるオンライン日

本語学習プログラムの提供数、種類 

日本語教育機関による

実績報告 

②カリキュラム

作成実績 

日本語教育機関によるオンライン日

本語学習カリキュラムの作成実績 

日本語教育機関による

実績報告 

③教材数・種類 日本語教育機関によるオンライン日

本語学習プログラムで活用できる教

材の作成実績（数・種類） 

日本語教育機関による

実績報告 

④教師募集・研

修実績 

日本語教育機関によるオンライン日

本語学習を担う教師の募集実績、研

修実績 

日本語教育機関による

実績報告 
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⑤受講者募集・

セミナー実績 

日本語教育機関によるオンライン日

本語学習の受講者募集実績、周知す

るためのセミナーの開催実績 

日本語教育機関による

実績報告 

⑥教育環境の整

備実績 

日本語教育機関によるオンライン日

本語学習環境の整備実績 

日本語教育機関による

実績報告 

⑦授業実施実績 日本語教育機関によるオンライン日

本語授業の実施実績 

日本語教育機関による

実績報告 

⑧相談対応実績 日本語教育機関による外国人留学生

の相談体制の確立・対応実績（ドロ

ップアウトの防止） 

日本語教育機関による

実績報告 

⑨フォローアッ

プ実績 

日本語教育機関による外国人留学生

の学習到達度の確認等フォローアッ

プの実施実績 

日本語教育機関による

実績報告 

 

③ 成果指標（案）② 

事業を実施することにより、初期段階で導出するアウトカムである。初期アウト

カムは、中間アウトカム、最終アウトカムへと成果を波及させるうえで、非常に重

要なアウトカムとなる。 

 

【アウトカム指標①（案）：初期アウトカム】 

成果指標 定義 測定方法（例） 

①オンライン日

本語教育の環境

が充実化する 

オンライン日本語教育

の環境の質の向上状況 

事業実施前と比較してオンライン教

育環境の質が向上したとアンケート

で回答した教員、経営者の数・比率

の増加 

②教育者のオン

ライン日本語教

育に対するモチ

ベーションが向

上する 

日本語学校の教育者の

オンライン日本語教育

に対するモチベーショ

ンの向上状況 

事業実施前後のアンケートで比較し

たオンラインで日本語教育を実施す

る意欲のある日本語学校の教員、経

営者の数・比率の増加 

③オンライン日

本語教育の質が

向上する 

日本語教育機関のオン

ライン日本語教育の質

の向上 

オンラインで教育を提供することに

より、事業実施前と比較して教育環

境の質が向上したとアンケートで回

答した教員、経営者の数・比率の増

加 

④オンラインで

日本語を学ぶ意

欲のある外国人

が増える 

オンラインで日本語を

学ぶ意欲のある外国人

の増加状況 

事業実施前後のアンケートで比較し

たオンラインで日本語教育を学ぶ意

欲のある外国人の数・比率の増加 
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④ 成果指標（案）③ 

中間段階で導出するアウトカム。教育に関するアウトカムについては成果の導出

までに時間がかかるため、本事業期間内に成果が導出されるアウトカムと本事業期

間内での導出が難しい成果があることに留意が必要である。 

 

【アウトカム指標②（案）：中間アウトカム】 

成果指標 定義 測定方法（例） 

①外国人 留

学 生 の 大

学・専門 学

校の入学 辞

退者が減 少

する 

外 国 人 留 学 生 の 大

学・専門学校への入

学辞退者の減少状況 

オンラインで日本語教育を実施したこと

により、事業実施前後のアンケートで比

較した留学希望者の増加数・比率、オン

ラインで日本語を学ぶ意欲のある外国人

が増えたと感じる教員、経営者の比率 

②外国人 留

学 生 の 大

学・専門 学

校入学者 が

増える 

日本語教育を受けた

外国人の大学・専門

学校の入学者数の増

加状況 

オンラインで日本語教育を実施したこと

により、事業実施前後のアンケートで比

較した留学希望者の増加数・比率、オン

ラインで日本語を学ぶ意欲のある外国人

が増えたと感じる教員、経営者の比率 

③オンラ イ

ンで日本 語

を学ぶ外 国

人が増える 

オンラインで日本語

を学ぶ外国人留学生

の増加状況 

日本語教育機関による実績報告 

④日本語 に

習熟した 外

国人留学 生

が増える 

プログラムを修了し

た外国人の日本語の

習熟度の向上度合い 

事業実施前後のアンケートで比較した外

国人の、日本語の読み・書き、コミュニ

ケーション、日本語で仕事ができるか

（習熟状況）の向上度合いを、外国人、

教員、経営者に対するアンケートで測定 

⑤日本に 好

感を持つ 外

国人留学 生

が増える 

日本語教育を受けた

外国人留学生の日本

の好感度の増加状況 

事業実施前後で比較した外国人の日本に

対する好感度が向上したとアンケートで

回答した教員、経営者の比率 

⑥外国人 留

学生の日 本

での就職 者

が増える 

日本語教育を受けた

外国人留学生の日本

での就職する意欲を

持つ者の増加状況 

オンラインで日本語教育を実施したこと

により、事業実施前後のアンケートで比

較した外国人の日本での就職する意欲を

持つ者の増加数・割合 

⑦外国人 留

学生の日 本

の社会・ 文

日本の社会・文化の

理解・興味が向上し

た」外国人留学生の

事業実施前後のアンケートで比較した外

国人の日本の社会・文化の理解・興味が

向上したと回答した外国人、教員、経営
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化の理解 ・

興味が向 上

する 

増加状況 者の比率 

 

⑤ 成果指標（案）④ 

事業を実施することにより、最終的に目指すアウトカム。事業の目的として何を

達成することが重要であるか文化庁、弊社、関係者間で擦り合わせることが必要で

ある。 

教育に関するアウトカムについては成果の導出までに時間がかかるため、本事業

期間内に成果が導出されることは難しいが、今後、長期にわたって成果の導出状況

をモニタリングしていくためには、比較のために必要となるベースラインとしての

データを測定しておくことが重要と考えられる。 

データ測定に当たっては、本事業に直接的に関わるステイクホルダー以外の日本

企業や組織の協力を必要とする成果指標もあるため、その実現可能性については検

討が必要となる。 

 

【アウトカム指標③（案）：最終アウトカム】 

成果指標 定義 測定方法（例） 

①我が国の大

学等の学生の

質が維持・向

上する 

大学・専門学校にお

ける外国人留学生の

知識・学力の向上度 

日本語が熟達したことによる、大学・専

門学校における外国人留学生の知識・学

力の向上度合いをアンケートで測定 

②外国人の日

本社会への適

応・浸透が進

む 

大学・専門学校を卒

業後、日本社会に一

定期間以上定着する

外国人の増加状況 

外国人留学生の卒業後の一定期間（例え

ば 5 年間等）の日本企業や組織への定着

率の向上度合いをアンケートで測定 

③外国人との

共生社会が実

現する 

外国人留学生の日本

のコミュニティへの

参加の増加、日本人

との交流の増加、日

本人とのコミュニケ

ーションの増加状況 

外国人留学生による、日本のコミュニテ

ィへの参加の増加、日本人との交流の増

加、日本人とのコミュニケーションの増

加の度合いをアンケートで測定 
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2. 実施結果 

 

(1) アンケート実施概要 

① アンケートの目的 

「ウィズコロナにおけるオンライン日本語教育実証事業」の効果分析を行うため

に、ロジックモデルに基づく成果指標を設定し、効果測定に必要なデータを収集す

るために、オンライン日本語教育実証事業に参加した①学習者、②日本語教師、③

日本語教育機関責任者を対象に、アンケート調査を実施した。 

今回のロジックモデルを活用した事業効果分析は、事前事後評価によって行うた

め、事業の実施前と実施後にアンケート調査を実施して、事業の実施前段階のベー

ス値（初期値）と事業実施後のデータを取ることを目的としている。 

なお、日本語能力を計る指標は、文化審議会国語分科会（2021）「日本語教育の参

照枠 報告」p.23にある、言語活動別の熟達度を参照した。 

 

② アンケートの実施方法 

【アンケート対象者（事前）】 

①学習者：802 名 ②日本語教師：173 名 ③日本語教育機関責任者：32 名 

【アンケート対象者（事後）】 

①学習者：520 名 ②日本語教師：163 名 ③日本語教育機関責任者：33 名 

【アンケート実施方法】 

オンラインアンケート 

【アンケート期間】 

2022 年 9月以降順次実施 
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(2) 受講者本人の調査（事前調査と事後調査、ヒアリング結果概要） 

① 初期アウトカム 

・「オンラインで日本語を学ぶ意欲のある外国人が増える」に関する設問では、事前

データの水準が高かったこともあり、上位 2 項目の値が 1.1%増加しているに留ま

るが、今回事業に参加した学習者のほとんど（9 割強）が日本語教育を受け続け

たいと考えている。 

 

② 中間アウトカム 

・「外国人留学生の大学・専門学校入学者が増える」や「日本に好感を持つ外国人留

学生が増える」に関する設問では、上位 2項目の値が 3%以上増加しており、9 割

前後の学習者が「日本に留学したくなった」や「将来日本に住み続けたい」と考

えている。 

・「日本語に習熟した外国人留学生が増える」に関する設問では、上位 2項目の値が

大きく増加（17.2%）しており、今回事業に参加した学習者のほとんど（9 割強）

が日本語ができるようになったと考えている。オンライン日本語教育プログラム

のレベル別習熟度の平均点も、すべてのレベルで向上している。 

・その他の成果指標に関する設問では、事前データの水準が高かった（9 割強）こ

ともあり、ほとんど変化が見られなかった 
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③ 学習者の成果指標と対応するアンケート結果 

 
（※）「①」最も評価の高い選択肢、「②」次に評価の高い選択肢、「差分」＝事後データ（①＋②）－事前データ（①＋②） 

 

① ② ①＋② ① ② ①＋②
初期アウトカム オンラインで日本語を学ぶ意欲のある外国人が増える オンライン日本語教育プログラムを受けたかったか／受け続けたいか 50.0% 42.8% 92.8% 50.8% 43.1% 93.8% 1.1%

外国人留学生の大学・専門学校入学者が増える 日本に留学したいと思っていたか／留学したくなったか 55.7% 29.3% 85.0% 57.7% 30.4% 88.1% 3.0%
オンラインで日本語を学ぶ外国人が増える オンラインで日本語を勉強したかったか／勉強し続けたいか 48.8% 44.3% 93.0% 53.8% 38.3% 92.1% -0.9%

どれぐらい日本語ができるか／できるようになったか 15.0% 62.8% 77.8% 43.8% 51.2% 95.0% 17.2%
オンライン日本語教育プログラムのレベル別習熟度（A1）平均点 3.08 3.35 0.27
オンライン日本語教育プログラムのレベル別習熟度（A2）平均点 3.22 3.41 0.19
オンライン日本語教育プログラムのレベル別習熟度（B1）平均点 2.92 3.11 0.19
オンライン日本語教育プログラムのレベル別習熟度（B2）平均点 2.51 2.73 0.22
オンライン日本語教育プログラムのレベル別習熟度（C）平均点 2.34 2.55 0.21

日本に好感を持つ外国人留学生が増える 将来日本に住み続けたいか 53.1% 34.7% 87.8% 57.5% 33.8% 91.3% 3.6%
外国人留学生の日本での就職者が増える 将来日本で仕事をしたいか 65.0% 26.9% 91.9% 69.6% 23.3% 92.9% 1.0%
外国人留学生の日本の社会・文化の理解・興味が向上する どれぐらい日本の社会や文化に興味があるか 66.8% 31.7% 98.5% 66.2% 32.1% 98.3% -0.2%

成果指標 設問
差分
（※）

アウトカム

日本語に習熟した外国人留学生が増える
中間アウトカム

事前データ 事後データ



56 

(3) 日本語教育機関の講師の調査（事前調査と事後調査、ヒアリング結果概要） 

① 初期アウトカム 

・「オンライン日本語教育の環境が充実化する」に関する設問では、上位 2 項目の値

が 6.5%減少し、今回事業に参加した日本語教師の 7割弱が日本語教育の環境が質

的・量的に整ったと考えるに留まっており、日本語教育機関責任者の回答よりも

低い結果となっている。 

・「教育者のオンライン日本語教育に対するモチベーションが向上する」に関する設

問では、事前データの水準が高かったこともあり、上位 2 項目の値が若干減少又

は同等であるが、今回事業に参加した日本語教師の 9 割強が今後もオンライン日

本語教育に取り組んでいきたいと考えている。 

・「オンライン日本語教育の質が向上する」に関する設問では、上位 2 項目の値が大

きく増加（16.7%）しており、今回事業に参加した日本語教師の約 7割が日本語の

教授能力・スキルが向上したと考えている。 

 

② 中間アウトカム 

・「外国人留学生の大学・専門学校入学者が増える」や「日本に好感を持つ外国人留

学生が増える」に関する設問では、上位 2項目の値が若干減少しているが、「外国

人の日本留学の動機が高まった」や「外国人の日本に対する好感度が増した」と

考えている日本語教師は 8割～9 割に達している。 

・「日本語に習熟した外国人留学生が増える」に関する設問では、上位 2項目の値が

大きく増加（43.2%）しており、今回事業に参加した日本語教師の 8割弱が外国人

の日本語能力が向上したと考えている。 

・「外国人留学生の日本の社会・文化の理解・興味が向上する」に関する設問では、

上位 2項目の値が大きく増加（14.2%）しており、今回事業に参加した日本語教師

の 9 割弱が外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心が増したと考え

ている。 
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③ 日本語教師の成果指標と対応するアンケート結果 

 

（※）「①」最も評価の高い選択肢、「②」次に評価の高い選択肢、「差分」＝事後データ（①＋②）－事前データ（①＋②） 

 

① ② ①＋② ① ② ①＋②
オンライン日本語教育の環境が充実化する 日本語教育の環境が質的・量的に整っているか／整ったか 11.6% 63.0% 74.6% 9.8% 58.3% 68.1% -6.5%

今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか 60.1% 37.0% 97.1% 61.3% 33.7% 95.1% -2.0%
日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通
学が困難な学習者へのオンラインによる日本語学習機会の提供を今後
積極的に取り組むべきだと思うか。

47.4% 48.6% 96.0% 50.3% 46.0% 96.3% 0.4%

オンライン日本語教育の質が向上する 日本語の教授能力・スキルは高いか／向上したか 7.5% 45.1% 52.6% 10.4% 58.9% 69.3% 16.7%
外国人留学生の大学・専門学校入学者が増える 外国人の日本留学の動機は高いか／高まったか 17.3% 63.0% 80.3% 25.8% 54.0% 79.8% -0.6%
日本語に習熟した外国人留学生が増える 外国人の日本語能力は高いか／向上したか 1.7% 31.8% 33.5% 17.2% 59.5% 76.7% 43.2%
日本に好感を持つ外国人留学生が増える 外国人の日本に対する好感度は高いか／増したか 20.8% 72.3% 93.1% 29.4% 60.1% 89.6% -3.5%

外国人留学生の日本の社会・文化の理解・興味が向上する
外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いか／増し
たか

9.8% 61.8% 71.7% 22.7% 63.2% 85.9% 14.2%

成果指標 設問
差分
（※）

アウトカム

教育者のオンライン日本語教育に対するモチベーションが
向上する

初期アウトカム

事前データ 事後データ

中間アウトカム
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(4) 日本語教育機関管理者の調査（事前調査と事後調査、ヒアリング結果概要） 

① 初期アウトカム 

・「オンライン日本語教育の環境が充実化する」に関する設問では上位 2項目の値が

6.5%増加し、今回事業に参加した日本語教育機関責任者の 9 割超が日本語教育の

環境が質的・量的に整ったと考えており、現場の日本語教師の回答よりもかなり

高い結果となっている。 

・「教育者のオンライン日本語教育に対するモチベーションが向上する」に関する設

問では、事前・事後とも上位 2項目の値は 100%となっており、今回事業に参加し

たすべての日本語教育機関責任者が、今後もオンライン日本語教育に取り組んで

いきたい、取り組むべきと考えている。 

・「オンライン日本語教育の質が向上する」に関する設問では、上位 2 項目の値が大

きく増加（15.7%）しており、今回事業に参加した日本語教育機関責任者のほとん

ど（9割超）が所属している日本語の教授能力・スキルが向上したと考えてい

る。 

 

② 中間アウトカム 

・「外国人留学生の大学・専門学校入学者が増える」に関する設問では、事前データ

の水準が高いため、上位 2項目の値が若干（0.6%）減少しているが、今回事業に

参加した日本語教育機関責任者のほとんど（9 割超）が「外国人の日本留学の動

機が高まったと考えている。また、すべての日本語教育機関責任者が「外国人の

日本に対する好感度は増した」と考えている。 

・「日本語に習熟した外国人留学生が増える」に関する設問では、上位 2項目の値が

大きく増加（34.8%）しており、今回事業に参加した日本語教育機関責任者の 8 割

強が外国人の日本語能力が向上したと考えている。 

・「外国人留学生の日本の社会・文化の理解・興味が向上する」に関する設問では、

上位 2項目の値が 6.3%増加しており、今回事業に参加した日本語教師のほとんど

（9 割強）が、外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心が増したと

考えている。 
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③ 日本語教育機関管理者の成果指標と対応するアンケート結果 

 
（※）「①」最も評価の高い選択肢、「②」次に評価の高い選択肢、「差分」＝事後データ（①＋②）－事前データ（①＋②） 

 

① ② ①＋② ① ② ①＋②
オンライン日本語教育の環境が充実化する 日本語教育の環境が質的・量的に整っているか／整ったか 18.8% 65.6% 84.4% 21.2% 69.7% 90.9% 6.5%

今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか 84.4% 15.6% 100.0% 72.7% 27.3% 100.0% 0.0%
日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通
学が困難な学習者へのオンラインによる日本語学習機会の提供を今後
積極的に取り組むべきだと思うか。

78.1% 21.9% 100.0% 69.7% 30.3% 100.0% 0.0%

オンライン日本語教育の質が向上する 所属している日本語教師の教授能力・スキルは高いか／向上したか 15.6% 65.6% 81.3% 33.3% 63.6% 97.0% 15.7%
外国人留学生の大学・専門学校入学者が増える 外国人の日本留学の動機は高いか／高まったか 21.9% 75.0% 96.9% 36.4% 60.6% 97.0% 0.1%
日本語に習熟した外国人留学生が増える 外国人の日本語能力は高いか／向上したか 6.3% 43.8% 50.0% 18.2% 66.7% 84.8% 34.8%
日本に好感を持つ外国人留学生が増える 外国人の日本に対する好感度は高いか／増したか 28.1% 68.8% 96.9% 39.4% 57.6% 97.0% 0.1%

外国人留学生の日本の社会・文化の理解・興味が向上する
外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いか／増し
たか

9.4% 81.3% 90.6% 24.2% 72.7% 97.0% 6.3%

差分
（※）

教育者のオンライン日本語教育に対するモチベーションが
向上する

初期アウトカム

事前データ 事後データ

中間アウトカム

アウトカム 成果指標 設問
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(5) アンケート結果を踏まえたロジックモデルの修正案 
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3. 事前・事後アンケートデータ 

(1) アンケート回答者の概要学習者 
 

学習者 日本語教育機関

責任者 

日本語教師 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 

東京さくら学院 50 0 1 2 8 9 

YOMA 日本語学院 11 3 1 2 4 4 

さくら東海日本語学校 33 14 1 1 3 3 

名古屋国際日本語学校 3 7 1 3 2 4 

東京語学学校 33 15 1 1 5 7 

HAYAMA International Language School 64 45 1 0 2 3 

I.C.NAGOYA 8 11 1 1 7 6 

SPC Japanese College 15 7 1 1 5 6 

新富国際語学院 36 11 1 1 6 4 

さくら東京日本語学校 52 47 1 1 3 4 

九州英数学舘国際言語学院 24 13 3 3 10 10 

東京朝日アカデミー 0 0 1 0 5 0 

東アジア日本語学校 31 0 1 0 7 0 

東京福祉保育専門学校 37 22 1 1 5 5 

游知国際日本語学院 69 65 1 1 6 7 

東和新日本語学校 9 2 1 1 3 3 

Tokyo Sakura International School 23 4 1 2 5 5 

九州医療スポーツ専門学校日本語学科 26 21 1 0 5 5 

創智国際学院 54 45 1 1 8 10 

南大阪国際語学学校 16 12 1 1 8 9 

東京桜ヶ丘学院 56 56 1 1 4 4 

Grandeur Global Academy 沼津校 11 7 1 1 5 3 

国際語学学院 27 16 1 0 10 9 

神村学園専修学校 18 29 1 0 3 3 

日本語学校京都あすかアカデミア 12 8 1 1 5 4 

ピアブリッジ国際学院 4 1 1 1 1 1 

神楽日本語学園 16 0 0 0 5 0 

日生日本語学園名古屋 20 19 0 1 1 1 

Genki Japanese and Culture School 12 11 1 1 11 13 

AJS 国際学園 32 29 1 1 5 9 

その他 - - 2 3 16 12 

合計 802 520 32 33 173 163 
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(2) 学習者の事前・事後データ 

① 属性 

【学習者の性別】 

・学習者の性別については、事前・事後とも女性（51.9%、52.9%）の方が男性

（47.6%、46.3%）より若干多くなっている。 

 

 

 

【学習者の年齢】 

・学習者の年齢については、事前・事後とも「20～24歳」（38.8%、45.8%）が最も多

くなっている。 
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【学習者の国籍】 

・学習者の国籍については、事前・事後ともベトナム（24.2%、27.1%）が最も多く、

事後は、次いで「その他」（14.4%）、「中国」（12.5%）、「スリランカ」（12.5%）が

多くなっている。 

 

 

 

【学習者の言語】 

・学習者の言語については、事前・事後とも米国と英国を合わせた英語（40.0%、

48.6%）が最も多くなっている。 
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② 日本への興味・関心 

【日本語を勉強した期間】 

・学習者の日本語を勉強した期間については、事前・事後とも「6か月未満」（48.1%、

39.4%）が最も多く、次いで、「6 か月以上 1 年未満」（26.9%、30.2%）が多くなっ

ている。 

 

 

 

【日本に滞在した期間】 

・学習者の日本に滞在した期間は、事前・事後とも「日本に滞在したことはない」

（72.3%、68.7%）が最も多く、次いで、「１年未満」（18.3%、21.2%）が多くなっ

ている。 
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【日本に留学したいと思っていたか／留学したくなったか】 

（中間アウトカム） 

・学習者の日本への留学志望については、事前の「とても思っていた」（55.7%）が、

事後では「ぜひしたい」（57.7%）と若干増加している。 

 

 

 

【どれぐらい日本語ができるか／できるようになったか】 

（中間アウトカム） 

・学習者の日本語の能力については、「できる」と「すこしできる」を合わせた割合

が大きく増加（77.8%→95.0%）している。 
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③ 日本語教育プログラムへの興味・関心 

【オンライン日本語教育プログラムを受けたかったか／受け続けたいか】 

（初期アウトカム） 

・学習者のオンライン日本語教育プログラムの受講希望については、事前・事後で

「ぜひ受けたかった」と「受けたかった」を合わせた割合が、「ぜひそうしたい」

と「そうしたい」で若干増加（92.8%→93.9%）している。 

 

 

 

【オンラインで日本語を勉強したかったか／勉強し続けたいか】 

（初期アウトカム） 

・学習者のオンライン日本語教育の志望度については、事前・事後で「ぜひしたか

った」（48.8%）から「ぜひ続けたい」（53.8%）に増加している。 
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【どれぐらい日本の社会や文化に興味があるか】 

（中間アウトカム） 

・学習者の日本の社会や文化に対する興味については、「とても興味がある」と「興

味がある」を合わせた割合が、事前・事後でほぼ同じ水準（98.5%→98.3%）とな

っている。 

 

 

 

【日本のコミュニティや日本人と関係があるか】 

（中間アウトカム） 

・学習者の日本のコミュニティや日本人と関係については、「とても関係がある」と

「関係がある」を合わせた割合が、若干減少（36.9%→35.9%）している。 
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④ 日本での生活や就職への興味・関心 

【将来日本で仕事をしたいか】 

（中間アウトカム） 

・学習者の将来の日本での就職希望については、「ぜひしたい」と「したい」を合わ

せた割合が、事前・事後で若干増加（91.9%→92.9%）している。 

・全体の 9 割以上の学習者が、将来日本での就職を希望している。 

 

 

 

【将来日本に住み続けたいか】 

（中間アウトカム） 

・学習者の将来の日本への居住希望については、「ぜひそうしたい」と「そうしたい」

を合わせた割合が、事前・事後で若干増加（87.8%→91.3%）している。 

・全体の9割以上の学習者が、将来の日本での居住を希望している。 

 

 

  



69 

⑤ 今回受けるオンライン日本語教育プログラムのレベル 

【今回受けるオンライン日本語教育プログラムのレベル】 

・学習者の今回受けるオンライン日本語教育プログラムのレベルは以下の通りとな

っている。 

・事前・事後とも A1（37.3%、38.3%）が最も多く、次いで、A2（23.3%、18.1%）が

多くなっており、全体の約 6 割が初級者である。 
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⑥ 受講者の受講前の日本語能力 

【A1 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力】（中間アウトカム） 

・A1 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力については、事前・事後を比較すると、すべての質問項目の事後データにおいて、

「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が増加している。 

・事後データで見ると、「6.新年の挨拶など短い簡単な葉書を書くことができる」を除くすべての質問項目の事後データにおいて、

「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が 9割を超えている。 

・全体の平均点についても 0.27 ポイント向上（3.08→3.35）している。 

 

 

（※）「できる」4点、「すこしできる」3 点、「あまりできない」2 点、「できない」1点とした場合の平均点。 

  

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後

(n=293) (n=199) 1
はっきりとゆっくり話してもらえれば、自分、家

族、すぐ周りの具体的なものに関する聞き慣れた語

やごく基本的な表現を聞き取ることができる

33.8% 45.2% 50.2% 48.2% 12.3% 6.5% 3.8% 0.0% 2.0% 0.0% 84.0% 93.5% 3.14 3.39

(n=295) (n=199) 2 掲示やポスター、カタログの中のよく知っている名

前、単語、単純な文を理解できる
28.1% 37.7% 52.9% 55.3% 13.6% 6.5% 5.4% 0.5% 1.4% 0.0% 81.0% 93.0% 3.04 3.30

(n=294) (n=199) 3

相手がゆっくり話し、繰り返したり、言い換えたり

してくれて、また自分が言いたいことを表現するの

に助け船を出してくれるなら、簡単なやり取りをす

ることができる

33.7% 39.2% 50.0% 54.3% 11.6% 6.5% 4.8% 0.0% 1.7% 0.0% 83.7% 93.5% 3.13 3.33

(n=293) (n=199) 4 直接必要なことやごく身近な話題についての簡単な

質問なら、聞いたり答えたりできる
33.4% 45.2% 48.1% 47.2% 14.3% 7.5% 4.1% 0.0% 2.0% 0.0% 81.6% 92.5% 3.11 3.38

(n=295) (n=199) 5 どこに住んでいるか、また、知っている人たちにつ

いて、簡単な語句や文を使って表現できる
33.2% 46.2% 47.5% 48.2% 13.2% 4.5% 6.1% 1.0% 1.4% 0.0% 80.7% 94.5% 3.08 3.40

(n=295) (n=199) 6 新年の挨拶など短い簡単な葉書を書くことができる 24.7% 39.2% 47.8% 46.2% 17.6% 10.1% 9.8% 4.5% 1.4% 0.0% 72.5% 85.4% 2.87 3.20

(n=295) (n=199) 7 ホテルの宿帳に名前、国籍や住所といった個人の

データを書き込むことができる
44.1% 53.8% 38.6% 40.7% 11.2% 4.5% 6.1% 1.0% 1.4% 0.0% 82.7% 94.5% 3.21 3.47

3.08 3.35

できる すこしできる あまりできない できない
質問項目No.

平均点（※）
できる＋すこし

できる
無回答
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【A2 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力】（中間アウトカム） 

・A2 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力については、事前・事後を比較すると、すべての質問項目の事後データにおいて、

「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が増加している。 

・事後データで見ると、すべての質問項目で「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が 9割前後となっている。 

・全体の平均点についても 0.19 ポイント向上（3.22→3.41）している。 

 

 

（※）「できる」4点、「すこしできる」3 点、「あまりできない」2 点、「できない」1点とした場合の平均点。 

  

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後

(n=187) (n=93) 1 直接自分につながりのある領域で最も頻繁に使われ

る語彙や表現を理解することができる
32.1% 54.8% 59.9% 40.9% 8.0% 3.2% 0.0% 1.1% 0.0% 1.1% 92.0% 95.7% 3.24 3.49

(n=187) (n=92) 2 短い、はっきりとした簡単なメッセージやアナウン

スの要点を聞き取ることができる
33.7% 47.8% 57.8% 46.7% 7.5% 3.3% 1.1% 2.2% 0.0% 2.2% 91.4% 94.6% 3.24 3.40

(n=187) (n=92) 3 ごく短い簡単な文章なら理解できる 53.5% 76.1% 42.2% 23.9% 3.7% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 2.2% 95.7% 100.0% 3.49 3.76

(n=187) (n=92) 4
広告や内容紹介のパンフレット、メニュー、予定表

のようなものの中から日常の単純な具体的に予測が

付く情報を取り出すことができる

21.9% 35.9% 63.1% 56.5% 13.9% 7.6% 1.1% 0.0% 0.0% 2.2% 85.0% 92.4% 3.06 3.28

(n=187) (n=92) 5 簡単で短い個人的な手紙は理解できる 40.6% 53.3% 49.2% 43.5% 9.6% 3.3% 0.5% 0.0% 0.0% 2.2% 89.8% 96.7% 3.30 3.50

(n=187) (n=91) 6
単純な日常の仕事の中で、情報の直接のやり取りが

必要ならば、身近な話題や活動について話合いがで

きる

21.9% 34.1% 61.0% 61.5% 16.0% 4.4% 1.1% 0.0% 0.0% 3.3% 82.9% 95.6% 3.04 3.30

(n=186) (n=92) 7 通常は会話を続けていくだけの理解力はないが、短

い社交的なやり取りをすることはできる
31.7% 41.3% 59.7% 52.2% 8.1% 6.5% 0.5% 0.0% 0.5% 2.2% 91.4% 93.5% 3.23 3.35

(n=187) (n=92) 8 家族、周囲の人々、居住条件、学歴、職歴を簡単な

言葉で一連の語句や文を使って説明できる
27.3% 48.9% 59.4% 45.7% 12.3% 4.3% 1.1% 1.1% 0.0% 2.2% 86.6% 94.6% 3.13 3.42

(n=187) (n=91) 9 直接必要のある領域での事柄なら簡単に短いメモや

メッセージを書くことができる
32.6% 40.7% 57.2% 49.5% 9.1% 8.8% 1.1% 1.1% 0.0% 3.3% 89.8% 90.1% 3.21 3.30

(n=187) (n=92) 10 短い個人的な手紙なら書くことができる 38.0% 38.0% 49.7% 50.0% 10.7% 12.0% 1.6% 0.0% 0.0% 2.2% 87.7% 88.0% 3.24 3.26

3.22 3.41

できる すこしできる あまりできない できない 平均点（※）
No. 質問項目

できる＋すこし
できる

無回答
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【B1 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力】（中間アウトカム） 

・B1 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力については、事前・事後を比較すると、すべての質問項目の事後データにおいて、

「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が増加している。 

・事後データで見ると、「9．物語を語ったり、本や映画のあらすじを話し、それに対する感想・考えを表現できる」と「10．身近

で個人的に関心のある話題について、つながりのあるテクストを書くことができる」を除くすべての質問項目で、「できる」と

「すこしできる」を合わせた割合が 8割以上となっている。 

・全体の平均点についても 0.19 ポイント向上（2.92→3.11）している。 

 

 

（※）「できる」4点、「すこしできる」3 点、「あまりできない」2 点、「できない」1点とした場合の平均点。  

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後

(n=88) (n=87) 1
仕事、学校、娯楽でふだん出合うような身近な話題

について、明瞭で共通語による話し方の会話なら要

点を理解することができる

21.6% 44.8% 70.5% 48.3% 8.0% 6.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 92.0% 93.1% 3.14 3.38

(n=88) (n=87) 2

話し方が比較的ゆっくり、はっきりとしているな

ら、時事問題や、個人的若しくは仕事上の話題につ

いても、ラジオやテレビ番組の要点を理解すること

ができる

13.6% 23.0% 61.4% 64.4% 25.0% 12.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 87.4% 2.89 3.10

(n=88) (n=87) 3 非常によく使われる日常言語や、自分の仕事関連の

言葉で書かれた文章なら理解できる
21.6% 32.2% 60.2% 57.5% 18.2% 10.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 81.8% 89.7% 3.03 3.22

(n=88) (n=86) 4 起こったこと、感情、希望が表現されている私信を

理解できる
17.0% 22.1% 60.2% 59.3% 20.5% 18.6% 2.3% 0.0% 0.0% 1.2% 77.3% 81.4% 2.92 3.03

(n=88) (n=86) 5 当該言語圏の旅行中に最も起こりやすい大抵の状況

に対処することができる
18.2% 24.4% 55.7% 55.8% 21.6% 19.8% 4.5% 0.0% 0.0% 1.2% 73.9% 80.2% 2.88 3.05

(n=87) (n=87) 6
例えば、家族や趣味、仕事、旅行、最近の出来事な

ど、日常生活に直接関係のあることや個人的な関心

事について、準備なしで会話に入ることができる

19.5% 29.9% 58.6% 56.3% 19.5% 13.8% 2.3% 0.0% 1.1% 0.0% 78.2% 86.2% 2.95 3.16

(n=87) (n=86) 7 簡単な方法で語句をつないで、自分の経験や出来

事、夢や希望、野心を語ることができる
25.3% 36.0% 59.8% 58.1% 14.9% 5.8% 0.0% 0.0% 1.1% 1.2% 85.1% 94.2% 3.10 3.30

(n=88) (n=87) 8 意見や計画に対する理由や説明を簡潔に示すことが

できる
25.0% 27.6% 50.0% 56.3% 23.9% 16.1% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 83.9% 2.99 3.11

(n=88) (n=87) 9 物語を語ったり、本や映画のあらすじを話し、それ

に対する感想・考えを表現できる
8.0% 6.9% 59.1% 63.2% 29.5% 28.7% 3.4% 1.1% 0.0% 0.0% 67.0% 70.1% 2.72 2.76

(n=88) (n=87) 10 身近で個人的に関心のある話題について、つながり

のあるテクストを書くことができる
8.0% 23.0% 60.2% 56.3% 29.5% 20.7% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 68.2% 79.3% 2.74 3.02

(n=88) (n=87) 11 私信で経験や印象を書くことができる 14.8% 21.8% 53.4% 60.9% 30.7% 17.2% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 68.2% 82.8% 2.82 3.05

2.92 3.11

できる＋すこし
できる

あまりできない できない 無回答
No. 質問項目

平均点（※）できる すこしできる
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【B2 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力】（中間アウトカム） 

・B2 の日本語教育プログラム受講者の日本語能力については、事前・事後を比較すると、すべての質問項目の事後データにおいて、

「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が増加している。 

・事後データで見ると「1．長い会話や講義を理解することができる」と「2．もし話題がある程度身近な範囲であれば、議論の流

れが複雑であっても理解できる」については、「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が 8割以上となっている。 

・全体の平均点についても 0.22 ポイント向上（2.51→2.73）している。 

 

 

（※）「できる」4点、「すこしできる」3 点、「あまりできない」2 点、「できない」1点とした場合の平均点。 

  

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後

(n=104) (n=82) 1 長い会話や講義を理解することができる 15.4% 17.1% 57.7% 69.5% 22.1% 13.4% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 73.1% 86.6% 2.84 3.04

(n=103) (n=82) 2 もし話題がある程度身近な範囲であれば、議論の流

れが複雑であっても理解できる
12.6% 20.7% 63.1% 65.9% 16.5% 13.4% 7.8% 0.0% 1.0% 0.0% 75.7% 86.6% 2.81 3.07

(n=104) (n=82) 3 大抵のテレビのニュースや時事問題の番組を理解で

きる
5.8% 11.0% 48.1% 54.9% 32.7% 26.8% 13.5% 7.3% 0.0% 0.0% 53.8% 65.9% 2.46 2.70

(n=104) (n=82) 4 共通語の映画なら、大多数は理解できる 11.5% 13.4% 53.8% 53.7% 21.2% 25.6% 13.5% 7.3% 0.0% 0.0% 65.4% 67.1% 2.63 2.73

(n=104) (n=81) 5 筆者の姿勢や視点が出ている現代の問題についての

記事や報告を読むことができる
8.7% 17.3% 35.6% 43.2% 38.5% 30.9% 17.3% 8.6% 0.0% 1.2% 44.2% 60.5% 2.36 2.69

(n=104) (n=82) 6 現代文学の散文を読むことができる 4.8% 12.2% 43.3% 42.7% 33.7% 34.1% 18.3% 11.0% 0.0% 0.0% 48.1% 54.9% 2.35 2.56

(n=103) (n=82) 7 流ちょうに自然に会話をすることができ、熟達した

日本語話者と普通にやり取りができる
8.7% 12.2% 44.7% 45.1% 32.0% 32.9% 14.6% 9.8% 1.0% 0.0% 53.4% 57.3% 2.48 2.60

(n=103) (n=82) 8 身近なコンテクスト（文脈・背景）の議論に積極的

に参加し、自分の意見を説明し、弁明できる
5.8% 12.2% 43.7% 52.4% 35.0% 31.7% 15.5% 3.7% 1.0% 0.0% 49.5% 64.6% 2.40 2.73

(n=103) (n=80) 9
自分の興味関心のある分野に関連する限り、幅広い

話題について、明瞭で詳細な説明をすることができ

る

6.8% 10.0% 42.7% 57.5% 35.9% 26.2% 14.6% 6.3% 1.0% 2.5% 49.5% 67.5% 2.42 2.71

(n=102) (n=82) 10 時事問題について、いろいろな可能性の長所、短所

を示して自己の見方を説明できる
7.8% 12.2% 45.1% 48.8% 31.4% 34.1% 15.7% 4.9% 2.0% 0.0% 52.9% 61.0% 2.45 2.68

(n=101) (n=82) 11 興味関心のある分野内なら、幅広くいろいろな話題

について、明瞭で詳細な説明文を書くことができる
5.0% 13.4% 53.5% 51.2% 25.7% 31.7% 15.8% 3.7% 3.0% 0.0% 58.4% 64.6% 2.48 2.74

(n=102) (n=81) 12 エッセイやレポートで情報を伝え、一定の視点に対

する支持や反対の理由を書くことができる
4.9% 7.4% 45.1% 48.1% 34.3% 37.0% 15.7% 7.4% 2.0% 1.2% 50.0% 55.6% 2.39 2.56

(n=103) (n=82) 13 手紙の中で、事件や体験について自分にとっての意

義を中心に書くことができる
7.8% 9.8% 50.5% 53.7% 29.1% 32.9% 12.6% 3.7% 1.0% 0.0% 58.3% 63.4% 2.53 2.70

2.51 2.73

できる＋すこし
できるNo. 質問項目

できる すこしできる あまりできない できない 無回答 平均点（※）
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【C の日本語教育プログラム受講者の日本語能力】（中間アウトカム） 

・C の日本語教育プログラム受講者の日本語能力については、事前・事後を比較すると、すべての質問項目の事後データにおいて、

「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が増加している。 

・事後データで見ると「1．たとえ構成がはっきりしなくて、関係性が暗示されているに過ぎず、明示的でない場合でも、長い話が

理解できる」と「7．自分の考えや意見を正確に表現できる」については、「できる」と「すこしできる」を合わせた割合が 7割以

上となっている。 

・全体の平均点についても 0.21 ポイント向上（2.34→2.55）している。 

 

 

（※）「できる」4点、「すこしできる」3 点、「あまりできない」2 点、「できない」1点とした場合の平均点。 

No. 質問項目

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後

(n=124) (n=57) 1
たとえ構成がはっきりしなくて、関係性が暗示され

ているに過ぎず、明示的でない場合でも、長い話が

理解できる

8.9% 21.1% 50.0% 57.9% 29.8% 19.3% 11.3% 1.8% 0.0% 1.8% 58.9% 78.9% 2.56 2.98

(n=124) (n=58) 2 特別の努力なしにテレビ番組や映画を理解できる 10.5% 10.3% 33.1% 53.4% 43.5% 29.3% 12.9% 6.9% 0.0% 0.0% 43.5% 63.8% 2.41 2.67

(n=124) (n=58) 3 長い複雑な事実に基づくテクストや文学テクスト

を、文体の違いを認識しながら理解できる
7.3% 8.6% 29.8% 39.7% 46.8% 34.5% 16.1% 17.2% 0.0% 0.0% 37.1% 48.3% 2.28 2.40

(n=124) (n=58) 4 自分の関連外の分野での専門的記事も長い技術的説

明書も理解できる
3.2% 8.6% 32.3% 32.8% 42.7% 39.7% 21.8% 19.0% 0.0% 0.0% 35.5% 41.4% 2.17 2.31

(n=123) (n=58) 5 言葉を殊更探さずに流ちょうに自然に自己表現がで

きる
5.7% 12.1% 32.5% 46.6% 43.1% 34.5% 18.7% 6.9% 0.8% 0.0% 38.2% 58.6% 2.25 2.64

(n=123) (n=58) 6 社会上、仕事上の目的に合った言葉遣いが、意のま

まに効果的にできる
9.8% 13.8% 33.3% 50.0% 42.3% 29.3% 14.6% 6.9% 0.8% 0.0% 43.1% 63.8% 2.38 2.71

(n=123) (n=58) 7 自分の考えや意見を正確に表現できる 13.8% 13.8% 39.8% 60.3% 35.8% 17.2% 10.6% 8.6% 0.8% 0.0% 53.7% 74.1% 2.57 2.79

(n=122) (n=58) 8 自分の発言を上手に他の話し手の発言に合わせるこ

とができる
9.8% 12.1% 38.5% 53.4% 37.7% 20.7% 13.9% 13.8% 1.6% 0.0% 48.4% 65.5% 2.44 2.64

(n=123) (n=58) 9
複雑な話題を、派生的話題にも立ち入って詳しく論

ずることができ、一定の観点を展開しながら、適切

な結論でまとめ上げることができる

8.1% 6.9% 26.0% 36.2% 44.7% 39.7% 21.1% 17.2% 0.8% 0.0% 34.1% 43.1% 2.21 2.33

(n=123) (n=58) 10 適当な長さで幾つかの視点を示して、明瞭な構成で

自己表現ができる
8.9% 5.2% 28.5% 51.7% 43.1% 24.1% 19.5% 19.0% 0.8% 0.0% 37.4% 56.9% 2.27 2.43

(n=123) (n=58) 11 自分が重要だと思う点を強調しながら、手紙やエッ

セイ、レポートで複雑な主題を扱うことができる
4.1% 5.2% 30.1% 36.2% 47.2% 41.4% 18.7% 17.2% 0.8% 0.0% 34.1% 41.4% 2.20 2.29

(n=123) (n=58) 12 読者を念頭に置いて適切な文体を選択できる 10.6% 8.6% 29.3% 43.1% 39.8% 32.8% 20.3% 15.5% 0.8% 0.0% 39.8% 51.7% 2.30 2.45

2.34 2.55

できる＋すこし
できる

平均点（※）できる すこしできる あまりできない できない 無回答
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(3) 日本語教師の事前・事後データ 

① 属性 

【日本語教師の性別】 

・日本語教師の性別については、事前・事後とも女性が 7 割強と男性に比べて多く

なっている。 

 

 

 

【日本語教師の年齢】 

・日本語教師の年齢については、事前・事後とも「50～59歳」（31.8%、25.8%）が最

も多く、次いで、「40～49歳」（23.1%、25.2%）が多くなっている。 

 

 

 

【日本語教師の勤務形態】 

・日本語教師の勤務形態は、事前・事後とも「非常勤」が 7 割弱と、「常勤」に比べ

て多くなっている。 
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② 日本語教師のスキル・指導期間等 

【日本語教師としての指導期間】 

（初期アウトカム） 

・日本語教師の日本語教師としての指導期間については、事前は「５年以上～１０

年未満」（28.3%）が最も多く、事後は「１０年以上」（29.4%）が最も多くなって

いるが、各年代別にそれほど大きな差はない。 

 

 

 

【担当するオンライン日本語教育プログラムのレベル】 

（初期アウトカム） 

・日本語教師の担当するオンライン日本語教育プログラムのレベルは、事前・事後

とも「A1」（71.1%、67.5%）が最も多く、次いで、「A2」（41.6%、44.2%）が多くな

っており、初級者レベルが大半となっている。 
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【日本語の教授能力・スキルの高さ】 

（初期アウトカム） 

・日本語教師の日本語の教授能力・スキルの高さについては、事前・事後で「非常

に高い」と「高い」を合わせた割合が大きく増加（52.6%→69.3%）している。 

 

 

 

【日本語教育の環境が質的・量的に整っているか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育の環境が質的・量的に整っているかについては、「非常に整っている」

と「整っている」を合わせた割合が減少（74.6%→68.1%）している。 

 

 

  



78 

③ オンライン教育への興味・関心 

【今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか】 

（初期アウトカム） 

・今後もオンライン教育に取り組んでいきたいかについては、事前・事後で「ぜひ

取り組みたい」が若干増加（60.1%→61.3%）している。 

・事前・事後とも、「ぜひ取り組みたい」と「まあ取り組みたい」を合わせると、9

割以上となっており、ほとんどの日本語教師が取り組みたいと考えている。 

 

 

 

【日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通学が困難な

学習者へのオンラインによる日本語学習機会の提供を今後積極的に取り組むべきだ

と思うか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通学が困難な

学習者へのオンラインによる日本語学習機会の提供を今後積極的に取り組むべき

だと思うかについては、事前・事後で「ぜひ取り組むべき」が増加

（47.4%→50.3%）している。 

・「ぜひ取り組むべき」と「課題はあるが取り組むべき」を合わせると、9 割以上と

なっており、ほとんどの日本語教師が取り組むべきと考えている。 
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④ 外国人の日本・日本語への興味・関心 

【外国人の日本留学の動機は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本留学の動機は高いかについては、事前・事後で「非常に高い」が大

きく増加（17.3%→25.8%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると 8 割程度となってお

り、日本語教師の多くは、外国人の日本留学の動機は高いと考えている。 

 

 

 

【外国人の日本語能力は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本語能力については事前・事後で「非常に高い」が大きく増加

（1.7%→17.2%）するとともに、「高い」も大きく増加（31.8%→59.5%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると、8 割弱となってお

り、プログラムを実施した結果、日本語教師の多くは、外国人の日本語能力は向

上したと考えている。 
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【外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いかについては、事

前・事後で「非常に高い」が大きく増加（9.8%→22.7%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると 9 割弱となっており、

日本語教師の多くは、外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は増

したと考えている。 

 

 

 

【外国人の日本に対する好感度は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本に対する好感度は高いかについては、事前・事後で「非常に高い」

が増加（20.8%→29.4%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると 9 割程度となってお

り、日本語教師の多くは、外国人の日本に対する好感度は高いと考えている。 
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(4) 日本語教育機関責任者の事前・事後データ 

① 属性 

【日本語教育機関責任者の性別】 

・日本語教育機関責任者の性別については、事前・事後とも男性の割合の方が女性

よりも多くなっている。 

 

 

 

【日本語教育機関責任者の年齢】 

・日本語教育機関責任者の年齢については、事前・事後とも「40～49 歳」（37.5%、

39.4%）が最も多く、次いで、「60 歳以上」（34.4%、24.2%）が多くなっている。 

 

 

 

【日本語教育機関責任者の日本語教師としての指導期間】 

・日本語教育機関責任者の日本語教師としての指導期間については、事前・事後と

も「１０年以上」（43.8%、51.5%）が最も多くなっている。 
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【日本語教育機関責任者の日本語教育機関の経営期間】 

・日本語教育機関責任者の日本語教育機関の経営期間については、事前は「5年以上

～10年未満」と「3年未満」（28.1%）が最も多く、事後は、「3年以上～5年未満」

（33.3%）が多くなっている。 
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② 日本語教師のスキル・指導期間等 

【所属している日本語教師の教授能力・スキルの高さ】 

（初期アウトカム） 

・所属している日本語教師の教授能力・スキルの高さについては、事前・事後で

「非常に高い」が大きく増加（15.6%→33.3%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると、9 割超となってお

り、ほとんどの日本語教育機関責任者は、所属している日本語教師の教授能力・

スキルは高いと考えている。 

 

 

 

【自機関は日本語教育の環境が質的・量的に整っているか】 

（初期アウトカム） 

・自機関は日本語教育の環境が質的・量的に整っているかについては、「非常に整っ

ている」が増加（18.8%→21.2%）するとともに、「整っている」も増加

（65.6%→69.7%）している。 

・事後データで見ると、「非常に整っている」と「整っている」の回答を合わせると、

約 9 割と高くなっており、ほとんどの日本語教育機関責任者は、自機関は日本語

教育の環境が質的・量的に整っていると考えている。 
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③ オンライン教育への興味・関心 

【今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか】 

（初期アウトカム） 

・今後もオンライン教育に取り組んでいきたいかについては、事前・事後では、「ぜ

ひ取り組みたい」が減少（84.4%→72.7%）している。 

・事前・事後とも、「ぜひ取り組みたい」と「まあ取り組みたい」を合わせると、10

割となっており、すべての日本語教育機関責任者が今後もオンライン教育取り組

みたいと考えている。 

 

 

 

【日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通学が困難な

学習者へのオンラインによる日本語学習機会の提供を今後積極的に取り組むべきだ

と思うか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育機関が渡日前の日本語教育をオンラインで実施したり、通学が困難な

学習者へのオンラインによる日本語学習機会の提供を今後積極的に取り組むべき

だと思うかについては、「ぜひ取り組んでいきたいが、減少（78.1%→69.7%）して

いる。 

・事前・事後とも、「ぜひ取り組んでいきたい」と「課題はあるが取り組んでいきた

い」を合わせると、10 割となっており、すべての日本語教育機関責任者が取り組

んでいきたいと考えている。 
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④ 外国人の日本・日本語への興味・関心 

【外国人の日本留学の動機は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本留学の動機は高いかについては事前・事後で「非常に高い」が大き

く増加（21.9%→36.4%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると 9 割強となっており、

ほとんどの日本語教育機関責任者は、外国人の日本留学の動機は高まったと考え

ている。 

 

 

 

【外国人の日本語能力は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本語能力はについては、「非常に高い」が大きく増加（6.3%→18.2%）

するとともに、「高い」も大きく増加（43.8%→66.7%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると、8 割強となってお

り、日本語教育機関責任者の多くは外国人の日本語能力は向上したと考えている。 
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【外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いかについては、事

前・事後で「非常に高い」が大きく増加（9.4%→24.2%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると 9 割強となっており、

日本語教育機関責任者のほとんどは、外国人の日本の社会に対する理解や文化に

対する関心が増したと考えている。 

 

 

 

【外国人の日本に対する好感度は高いか】 

（中間アウトカム） 

・外国人の日本に対する好感度は高いかについては事前・事後で「非常に高い」が

大きく増加（28.1%→39.4%）している。 

・事後データで見ると、「非常に高い」と「高い」を合わせると 9 割強となっており、

ほとんどの日本語教育機関責任者は、外国人の日本に対する好感度は増したと考

えている。 
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(5) プログラムの難易度別の事前・事後データ 

① 学習者 

【日本に留学したいと思っていたか／留学したくなったか】 

（初期アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者の日本への留学志望については、初級に

おいて、事前の「とても思っていた」（56.4%）が、事後では「ぜひしたい」

（63.1%）と増加している。 
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【どれぐらい日本語ができるか／できるようになったか】 

（初期アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者の日本語の能力については、「できる」が

初級（15.6%→47.4%）、中級（15.6%→37.9%）、上級（11.3%→43.1%）とすべての

レベルで、事後に大きく増加している。 
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【オンライン日本語教育プログラムを受けたかったか／受け続けたいか】 

（初期アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者のオンライン日本語教育プログラムの受

講希望については、初級において、事前の「ぜひ受けたかった」（51.6%）が、事

後では「ぜひそうしたい」（54.3%）と増加している。また、中級において、事前

の「ぜひ受けたかった」（43.8%）が、事後では「ぜひそうしたい」（46.2%）と増

加している。 
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【オンラインで日本語を勉強したかったか／勉強し続けたいか】 

（初期アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者のオンライン日本語教育の志望度につい

ては、初級において、事前の「ぜひしたかった」（49.0%）が、事後では「ぜひ続

けたい」（57.0%）と増加している。また、中級においても、事前の「ぜひしたか

った」（44.8%）が、事後では「ぜひ続けたい」（48.5%）と増加している。 
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【どれぐらい日本の社会や文化に興味があるか】 

（中間アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者の日本の社会や文化に対する興味につい

ては、初級において、事前・事後で「とても興味がある」が若干増加

（70.2%→72.0%）している。 
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【どれぐらい日本のコミュニティや日本人と関係があるか】 

（中間アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者の日本のコミュニティや日本人と関係が

あるかについては、上級において、事前・事後で「とても関係がある」と「関係

がある」を合わせた割合が大きく増加（30.7%→46.5%）している。 
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【将来日本で仕事をしたいか】 

（中間アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者の将来の日本での就職希望については、

中級において、事前・事後で「ぜひしたい」が増加（58.3%→71.0%）している。 

 

  



94 

【将来日本に住み続けたいか】 

（中間アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、学習者の将来の日本への居住希望については、

いずれのレベルにおいても、事前・事後で「ぜひしたい」が増加（初級：

53.7%→59.0%、中級：46.9%→53.3%、上級： 60.5%→62.1%）している。 
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② 日本語教師 

【日本語の教授能力・スキルの高さ】 

（初期アウトカム） 

・プログラムの難易度別にみると、日本語教師の日本語の教授能力・スキルの高さ

については、いずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常に高い」と「高い」

を合わせた割合が増加（初級：53.1%→70.3%、中級：45.1%→57.5%）している。 
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【日本語教育の環境が質的・量的に整っているか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別の日本語教育の環境が質的・量的に整

っているかについては、いずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常に整っ

ている」と「整っている」を合わせた割合が減少（初級：68.2%→66.9%、中級：

87.1%→63.7%） している。 
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【今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別の今後もオンライン教育に取り組んで

いきたいかについては、中級において、事前・事後で「ぜひ取り組みたい」が増

加（51.6%→63.6%）している。 
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【オンラインによる日本語学習機会の提供を今後積極的に取り組むべきか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別のオンラインによる日本語学習機会の

提供を今後積極的に取り組むべきかについては、中級において、事前・事後で

「ぜひ取り組むべき」が大きく増加（45.2%→63.6%）している。 
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【外国人の日本留学の動機は高いか／高まったか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別の外国人の日本留学の動機については、

いずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常に高い」が増加（初級：

13.5%→23.7%、中級：25.8%→36.4%）している。 
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【外国人の日本語能力は高いか／向上したか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別の外国人の日本語能力については、い

ずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常に高い」と「高い」を合わせた割

合が大きく増加（初級：36.6%→75.4%、中級：51.6%→75.8%）している。 
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【外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いか／増したか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別の外国人の日本の社会に対する理解や

文化に対する関心については、いずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常

に高い」が大きく増加（初級：6.3%→21.2%、中級：19.4%→30.3%）している。 
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【外国人の日本に対する好感度は高いか／増したか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教師からみたプログラムの難易度別の外国人の日本に対する好感度につい

ては、初級において、事前・事後で「非常に高い」が増加（16.7%→27.1%）して

いる。 
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③ 日本語教育機関責任者 

【所属している日本語教師の教授能力・スキルは高いか／向上したか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の所属している日本語教師

の教授能力・スキルについては、いずれのレベルにおいても、「非常に高い」と

「高い」を合わせた割合が大きく増加（初級：84.0%→96｡3%、中級：80.0%→100%）

している。 
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【自機関は日本語教育の環境が質的・量的に整っているか／整ったか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の自機関は日本語教育の環

境が質的・量的に整っているかについては、初級において、事前・事後で「非常

に高い」と「高い」を合わせた割合が増加（80.0%→88.9%）している。 
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【今後もオンライン教育に取り組んでいきたいか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の今後もオンライン教育に

取り組んでいきたいかについては、中級において、事前・事後で、「ぜひ取り組み

たい」が増加（80.0%→100%）している。 
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【オンラインによる日本語学習機会の提供を今後も積極的に取り組むべきか】 

（初期アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別のオンラインによる日本語

学習機会の提供を今後積極的に取り組むべきかについては、中級において、事

前・事後で、「ぜひ取り組んでいきたい」が増加（80.0%→100%）している。 
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【外国人の日本留学の動機は高いか／高まったか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の外国人の日本留学の動機

については、いずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常に高い」が増加

（初級：24.0%→29.6%、中級：20.0%→66.7%）している。 
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【外国人の日本語能力は高いか／高まったか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の外国人の日本語能力につ

いては、いずれのレベルにおいても、事前・事後で「非常に高い」と「高い」を

合わせた割合が大きく増加（初級：44.0%→81.5%、中級：80.0%→100%）している。 
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【外国人の日本の社会に対する理解や文化に対する関心は高いか／増したか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の外国人の日本の社会に対

する理解や文化に対する関心については、いずれのレベルにおいても、事前・事

後で、 「非常に高い」と「高い」を合わせた割合が増加（初級：92｡0%→96.3%、

中級：80.0%→100%）している。 
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【外国人の日本に対する好感度は高いか／増したか】 

（中間アウトカム） 

・日本語教育機関責任者からみたプログラムの難易度別の外国人の日本に対する好

感度については、いずれのレベルにおいても、事前・事後で、 「非常に高い」が

増加（初級：24.0%→33.3%、中級：40.0%→66.7%）している。 
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4. 事業報告会の実施概要 

(1) 中間報告会の開催について 

① 日時 

令和４年 11 月 16日（水）9：30～12：35 

 

② 実施方法 

オンライン会議（zoom） 

 

③ 議題 

（１）実証事業全体の進捗について 

①実証事業全体の状況について 

②事前アンケート結果について 

③実証事業における各日本語教育機関の取組について 

（２）自主事業の進捗について 

 

④ 参加者 

・日本語教育機関 30校 

・委員（有識者）3 名 

 

(2) 最終報告会の開催について 

① 日時 

令和５年２月 28 日（火）15：00～17：00 

 

② 実施方法 

オンライン会議（zoom） 

 

③ 議題 

（１）事業全体について 

（２）自主事業について 

・日本語教師研修について 

・モデル開発等事業について 

（３）実証事業について 

・グッドプラクティスの報告 

・ロジックモデルの検証（参加者アンケート結果） 

（４）実証事業における象徴的な事例の紹介 

 

④ 参加者 

・日本語教育機関 30校 

・委員（有識者）3 名 

・一般参加者 18名  
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おわりに 

 

1. オンライン日本語教育への期待と提言 

(1) 言語活動別、レベル別、手法別でのオンライン日本語教育の可能性 

① 話す（やり取り） 

本事業では、オンデマンドの事前学習を導入し、授業において学習者同士の会話

練習等の運用練習に力を入れた学校が複数校あり、やり取り（コミュニケーション）

の能力の向上が確認されている。 

オンライン授業では、学習者同士の会話練習において zoomのブレイクアウトルー

ム機能を活用する等、教室での対面授業と同様の学習環境を整えている学校がみら

れた。さらに、zoom の投票機能等を活用した相互評価や、オンラインで簡単に対応

ができる動画撮影機能を活用した動画比較で、やり取りの能力評価をする取組等も

みられた。 

ハイブリッド授業では、教室で授業を受けている学習者に対して、オンラインで

参加している学習者が取り残されてしまうことが課題となる中で、教室学習者とオ

ンライン学習者がペアとなって学習する等の工夫や、母国参加者へのフォロー体制

をつくること等により、ハイブリッドに参加するオンライン学習者も取り残され

ず、効果的に学習できることが確認された。 

「話す（やり取り）」では、オンデマンドを活かした反転授業により、効果的な

教育が行われることが示唆された。また、オンラインの機能を活用することで対面

と同水準の授業を行えるだけではなく、オンラインならではのインタラクティブ性

や動画撮影のしやすさを活かして、授業中の相互評価の見える化や、動画を用いた

学習者へのフィードバック等が期待される。 

 

② 話す（発表） 

 本事業では、「話す（発表）」の学習について、対面授業と同じ水準に向けて、例

文等を活用した短文章の作成とその発表に留まる学校が多かった。中には、オンラ

イン授業内での練習機会やフィードバックを経て発表をする等、授業カリキュラム

全体にわたり計画的な取組を行う学校もあったが、オンラインならではの取組まで

は見られなかった。有識者からは、オンラインの録画のしやすさを活かした学習者

へのフィードバック、複数名の教師による評価、授業以外での個人学習での活用等

の可能性が指摘された。 

 「話す（発表）」では、「話す（やり取り）」と同様に、オンラインならではの動

画撮影のしやすさを活かし、発表動画を活用した複数教師での評価、自身での修

正・練習等の自主学習への活用等が期待される。 

 

③ 聞く 

本事業では、「聞く」の学習において、オンデマンドの事前学習を導入する学校
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が複数校みられた。予習・復習用としてオリジナルの動画制作を行う学校もあり、

字幕「有り」「無し」の両方をセットしたオリジナル動画教材を制作し、学習者の

「聞く」の学習進度に合わせて字幕有無の選択をできる学習方法を取り入れる学校

もあった。こうした事前学習により「聞く」の能力の向上が認められるとともに、

授業では発話を中心に行う等、他の言語活動も含め総合的な技能向上への効果もみ

られた。 

オンラインでは、ボランティアのゲストスピーカーに話をしてもらう試みがあっ

た。有識者からはオンラインの利点として、教室にはわざわざ来てもらえないボラ

ンティア等、様々な人からの協力が得られることがあげられた。 

「聞く」では、オンデマンド教材の事前学習、自主学習等の導入により効果的な

学習に繋がることが示唆されたことから、日本語学校で活用できる動画等のオンデ

マンド教材の開発が求められる。また、オンライン参加の利便性を活かし、ゲスト

スピーカーを呼ぶ機会を増やすことで、生の日本語の聞き取り能力を高めるととも

に、日本社会・文化への理解を広げていくことが期待される。 

 

④ 読む 

  本事業では、「読む」の学習について、対面授業と同じ水準に向けた音読、読解

やシャドーウィング等の実施に留まる学校が多かった。オンライン上のペアワーク

で読み合い、学習者同士の相互評価（ピアラーニング）を取り入れた学校や、B1 以

上の中上級レベルで新聞コラムを活用した読解を行う学校もあったが、オンライン

ならではの取組までは見られなかった。有識者からは、オンライン授業において、

対面授業と変わらない水準を保つこと自体が難しい場面が多い中で、各学校で工夫

をして水準を保てていることへの評価があった。 

 

⑤ 書く 

本事業では、「書く」の学習において、AI 学習アプリのコンテンツを制作し、自

主学習として導入することで、文字の定着を確認した学校があった。また、オンラ

インホワイトボード機能、タブレット・タブレットペン等、様々な ICT の活用がみ

られるとともに、SNS、zoom のチャット機能等を活用して、日本語入力の機会をつ

くる学校もあった。有識者からは、ICT を活用した書き方の指導への取組や、日本

語の文字入力に慣れる機会ができていることに対して評価があった。 

「書く」では、対面授業に比べてオンラインでの指導に課題を持つ学校もある中

で、ICT 等を活用することで対面と同水準の授業を行えることがわかった。文字を

スマホやタブレットの画面に書いて学習するアプリ等も増えてきている中で、これ

らを活用することで効果的な学習に繋がることが示唆された。日本語学習用のコン

テンツが少ないことから開発が期待される。 

 

⑥ 言語活動共通（モチベーション維持、母語サポート、余白時間等） 

本事業の言語活動共通での取組として、母語話者によるサポートを導入した学校

がみられた。通常母国で行う初期授業を、本事業にて実施する学校も多かった中で、
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初期授業での母国語サポートは有用とする意見が多かった。また、オンラインでは

授業以外の余白の時間が無いため、対面授業の休憩時間にできていた教師・生徒間

での会話等によりフォローアップ機会が少なくなりがちである事や、オンライン授

業の欠席の気軽さからの学習者のモチベーションの維持が課題となったが、このよ

うな課題への対応としても、学習者の進捗確認、フォロー、出席確認、また機材ト

ラブルによる対応等で母語サポートが活躍していた。母語サポートは対面授業で来

てもらうことに比べて、オンラインでの参加はハードルが低いことから、今後も、

オンライン日本語教育でうまく活用していくことが期待される。 

オンライン授業においては、対面・通学でできていた生徒間同士の交流が少なく

なることも課題として聞かれる中で、本事業では、SNS でクラスグループを作成し

て交流をする等の取組がみられた。日本語教師研修においても、有識者から、オン

ライン交流ツール等が色々と開発されていることが紹介されており、これらのツー

ルを上手く活用していくことが期待される。 

 

(2) 日本語教育の参照枠への対応 

日本語教育の参照枠への対応として、日本語教師研修のアンケートにおいて、参照

枠を活用していた日本語教師は 8％に留まっていた。留学おいて JLPT 評価が根強いこ

とを理由として、まだ対応を開始できていない学校が多くあり、本事業で開始する学

校が多かった。 

can-do による自己評価、教師評価に取り組んだ学校においては、自己評価をするこ

とに対し、学習者が意義を見出すことができず、続けてもらうこと自体に苦労してい

た。日本語教師の参照枠への取組を推進していくとともに、学習者に対しても、自律

学習の必要性も含めて理解を促進していくことが必要である。 

 

(3) 留学生のためのオンライン日本語教育の可能性 

本事業では、オンライン日本語教育を体験することで、事前・事後で日本への留学

を志望する人が増加し（85.0％→88.1％）、日本に住み続けたい人も増加している

（87.8％→91.3％）。日本への留学を希望する学習者が多いため、元の数値も高いもの

の、オンライン日本語によりその希望が高くなっている。 

今回事業に参加した学習者のほとんど（9 割強）において日本語ができるようにな

ったと考えており、日本語教師の 8 割弱が外国人の日本語能力が向上したと考えてい

る。 

(1) のとおり、言語活動別、レベル別、手法別でもオンライン日本語教育は、対面

授業に比べても遜色なく、一部の言語活動ではより効果的な指導もできている。 

入国前の留学生に対し、事前の日本語教育の形でオンライン日本語教育を実施した

学校からは、入国前の双方の理解、日本語話者の指導による教育の充実等の面におい

て効果等が実感され、今後継続した取組に繋げていく学校もみられた。一方で、日本

人講師が指導をすることによる授業単価等から、今後の継続において学習者の費用負

担等を課題とする学校もみられた。留学の学習時間への位置づけを進めること等によ

り、学習者の費用負担への納得感等も得られるのではないかと考える。 
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(4) 生活者等のためのオンライン日本語教育の可能性 

本事業では、一般コースとして、中国からの子どもの留学等を対象とした親子コー

ス（将来的に日本にいる外国人親子への授業の展開も検討）、ウクライナ避難民に対す

るオンライン日本語教育等が実施された。今後、生活者としての外国人を対象とした

オンライン日本語教育を検討する日本語学校がいる中で、オンラインの特性を活か

し、日本語教育の空白地域に住む外国人に対して提供していくことが期待される。加

えて、本事業をきっかけとして日本語学校が蓄積したオンライン日本語教育のノウハ

ウを、地域の日本語教室へ共有する等、連携して空白地域解消の取組を進めていくこ

とも重要である。 

また、本実証事業では、オンライン・プライベートレッスンの日本語教師と学習者

の予約マッチングのシステム化に取り組む学校があり、システム化等により時差に縛

られずに世界中の学習者に日本語教育が提供できる可能性が示唆された。オンライン

英会話（オンライン・プライベートレッスンでの英会話教育）の市場が成長している

中で、日本語教育のオンライン・プライベートレッスンへの取組は少ない。日本への

留学生を増やすために、海外在住の日本語学習者の裾野を広げていく必要があること

から、海外どこにいても気軽に日本語学習を始めるきっかけとしてのオンライン・プ

ライベートレッスンの推進が期待される。 

 

(5) 就労のためのオンライン日本語教育の可能性 

本事業では、最終的に介護現場での就労を目指す留学希望者を対象としたコース

や、母国で働きながら勉強をする人の多いコース等があった。 

就労者においては、時間・場所の面から日本語学校に通うことが難しいことから、

オンライン日本語教育の活用が大変期待される。オンデマンドや録画授業視聴とオン

ライン授業等を組合せることにより、時間・場所等を理由として断念していた就労者

への学習機会を設けることが求められている。 

本事業に参加した日本語学校には、企業から委託を受け就労者、就労予定者へのオ

ンライン日本語教育を経験している日本語学校があった。オンラインでの教育によ

り、時間・場所等での対応がしやすいことから、企業・日本語学校双方にとって連携

がしやすいものとなっていた。企業連携での日本語教育は、これまでは技術・人文・

国際業務、高度人材、企業内転勤、定住者等を対象とすることが多かったが、特定技

能 2 号への移行が本格的に始まる中で、技能実習生や特定技能人材においてもキャリ

アアップを希望する人への日本語学習フォローが必要になると考えられる。企業、監

理団体、登録支援機関等と日本語学校が連携し、就労者へのオンライン日本語教育を

推進していくことが重要である。 

 

(6) 日本語教師におけるオンライン日本語教育・ICT 活用のスキル向上 

本事業では、オンライン日本語教育に本格的に取り組むことで日本語教師のオンラ

イン日本語教育におけるスキル向上が確認された。事前・事後アンケートにおいて
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も、日本語教師の教授能力・スキルの高さが 52.6％→69.3％と大きく増加し、日本語

教師の７割が教授能力・スキルが向上したと回答している。 

本事業に参加した日本語教師の 9 割強が今後もオンライン日本語教育に取り組んで

いきたいと考えており、研修の開催、教育に関する ICTツールの情報共有等、日本語

教師におけるオンライン日本語教育・ICT活用のスキル向上に対する継続した支援が

求められる。 

また、本事業でオンライン日本語教育を実証するにあたり、日本語教師研修による

教師のスキル向上を行ったことにより、スムースにオンライン授業に取り組むことが

できた。前述のとおり、オンライン日本語教育は、今後様々な場面で必要とされ、日

本語教師において非常に重要なスキルとなることから、日本語教師の養成・研修の場

において、オンライン日本語教育・ICT 活用に関する教育を行う必要がある。 

 

(7) 日本語教育機関におけるオンライン・ICT 活用環境の整備 

本事業では、オンライン日本語教育に本格的に取り組むことでオンライン日本語教

育の環境の整備が確認された。事前・事後アンケートでは、日本語教育機関管理者の

9割が日本語教育の環境が質的・量的に整ったと回答している。一方で、日本語教師

においては、日本語教育の環境の充実に関する指標が下がるとともに、環境が質的・

量的に整ったと回答した人も約 7 割となっている。オンライン日本語教育に取り組む

ことで、環境整備への新たなニーズ等が発生したものと考えられる。 

本事業においては、アジア圏における学習者の多くがスマホから参加していること

での不便さや、母国での通信状況の不安定さ等を課題とする学校も多くみられた。先

進的な学校においては、本事業以前よりオンデマンドを導入し、学習者（入国した留

学生）へのタブレットの貸与等の取組も見られており、日本語学校において学習者へ

の環境整備等も併せて検討していく必要がある。 

また、（4）、（5）でも記載したとおり、オンライン日本語教育への対応により、海外

学習者、企業連携、地域連携等、日本語学校の事業拡大が期待できることから、先進

事例の横展開や、関連するオンライン・オンデマンド設備投資への支援等も検討して

いく必要がある。 
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2. 今後に向けて 

(1) 学習者へのオンライン日本語教育の周知 

 今後、オンライン日本語教育を推進していくためには、学習者へのオンライン学習

の周知も平行して進めていく必要がある。コロナ禍を契機として、学習者においてオ

ンライン日本語教育への理解は進んだが、緊急的な対応と捉えている人も多いものと

考える。今後、オンライン日本語を継続して進めるにあたって、アジアの学習者のオ

ンライン日本語に対する費用負担の難しさを課題とする日本語学校もあった。 

一方で、本事業に参加した学習者では、学習者のオンライン日本語教育の志望度

（ぜひしたかった／ぜひ続けたい）が、事前・事後で 48.8%→53.8%と増加している。

オンライン日本語教育の魅力を高め、付加価値をつけるとともに、その内容を、実際

に体験することや体験事例等も交えて、学習者に周知しながら、オンライン日本語の

学習者を開拓していくことが重要である。 

 

(2) オンライン学習教材の開発 

オンライン日本語教育を進めるにあたり、日本語学校からは、教材の手配の難し

さ、著作権の関係によるオンライン・オンデマンド等の補助教材の作成の難しさが多

く聞かれた。そのような背景から、本事業ではオンデマンド用の動画教材、アプリコ

ンテンツを１から制作する学校があり、これらの教材をもとにしたオンデマンド学習

においては、「聞く」「書く」を中心に高い学習効果が得られたが、１から制作するこ

とへの教師の負担が大きく、継続していくことが課題となっている。 

オンライン日本語教育の質を高めていくためにも、日本語学校が活用しやすいオン

ライン・オンデマンド学習教材の開発を推進していくことが重要である。 

 

(3) 地域、企業とオンライン日本語教育実施機関とのマッチング 

 日本語学校のオンライン日本語教育等への対応により、地域連携、企業連携等への

広がりが期待される。 

地域連携では、日本語教育の空白地域におけるオンライン日本語学習の推進が考え

られるが、生活者としての外国人向けの日本語学習において、自治体等が日本語学校

での活動について把握していない場合も多いことから、オンライン日本語学習が必要

な地域と、生活者としての外国人向けへの日本語教育に興味を持つ日本語学校の双方

の情報を集約し、マッチングしていくことが重要である。 

企業連携では、従業員への日本語教育をフォローしたいと考える企業が増加すると

考えられることから、まずはそうした企業に対し、日本語学校の存在・活用を知って

もらうことが重要である。また、具体的な相談を検討する企業に対し、就労者向けの

オンライン日本語教育等を実施する日本語学校の情報を提供できるように自治体の産

業労働担当部署とも連携した体制を作ることが考えられる。 

 

(4) ICT を活用した自律的かつ継続的な日本語学習 

 日本語学習者が、多様な背景を持ち、多様な目的・プロセスで日本語を学習する中

で、自律的かつ継続的な学習を進めるために、場面・場面で学習の記録や、学習を支
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援した日本語教師等の教師評価等が共有できることが重要である。オンデマンド・オ

ンライン教材の今後の開発においては、学習の記録や評価について相互読み込みをし

やすくするとともに、自己評価・教師評価等を共通したアセスメントとしてデジタル

記録することにより、新たな学習場面での日本語教師や、生活環境・就労環境で関係

する人において共有しやすくなることが重要である。 

 参照枠に基づく日本語能力自己評価ツール、生活者としての外国人の日本語学習ポ

ートフォリオ等が整備されていることから、学習者、日本語教師、学習者の周囲の

人々への周知・活用を推進するとともに、活用しやすいシステム（アプリ）の検討等

も考えられる。 

 

 

 

「おわりに」については、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングが、実証結果、実証期

間中の日本語学校へのヒアリング、評価委員会及び報告会における有識者意見等を元にと

りまとめ、当事業に参画した日本語学校、有識者（有識者名簿は p4）に確認いただきまし

た。 
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